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内容企業参加コマ

消費者を
相手にする
「B to C企業」

法人を
相手にする
「B to B企業」

FSP講座

01 課題に立ち向かい、解決していく力を養うプログラム
02 企業から提示される課題にチームで挑む産学協同の課題解決学習
03 企業の社員になるという設定で２回のプレゼンテーション

特長

　高校までの試験で、例えばこんな「問い」（問題）に出会ったこと

はありませんか？「1866年に江戸幕府の将軍になったのは誰

か？」。同じ幕末のことをたずねる場合であっても、大学では次の

ような「問い」になります。「なぜ江戸幕府は衰退したのか？」。

　さて、高校までの「問い」と大学での「問い」の違いは何でしょう。

それは「答え」の違いにあるとも言えます。高校までの問いは、多

くの場合、その答えは一つです。みなさんは授業で教わった知識

の中から「徳川慶喜」という答えを見つけて解答することになりま

す。それに対して、大学での問いに対する答えは必ずしも一つと

は限りません。自分が知っている情報を組み合わせながら、「な

ぜ」に対する理由を説明する形で答えを考えていくのです。

　このように、正解が一つとは限らない「問い」に対して、理由とと

もに答えを考えることが、まさに大学で学ぶことと言えるのです。

大学での「学びのスイッチ」を入れる

06 はなぜ、大学では、このような学びが

必要になるのでしょうか？その理由は、

卒業後、みなさんが就職をして働くことに関係

があります。働くというのは、答えが一つとは限ら

ない課題について解決策を考えることの繰り返

しなのです。ですから、卒業後に社会に出たと

きにみなさんが活躍できるように、大学では、こ

のような問いに立ち向かう機会をたくさん用意

しています。

　その一つが「Future Skills Project（FSP）

講座」※です。この授業は企業と大学が協同

して行うもので、企業から提示される課題に挑

む「産学協同チームPBL（課題解決学習）」

として、本学ではすべての学部で実施していま

す。学生は6～7名でチームを組み、企業の社

員になるという設定で、上司から与えられた課

題への解決策を仲間とディスカッションをし、そ

してプレゼンテーションをします。課題は実際

に企業が直面している内容となっています。学

生は部下として、責任を持って根拠のある解

決策を提案しなければなりません。上司からは

手加減のない要求がなされ、学生は社会の

厳しさを体験することになります。それと同時に

学生は上司を通して、社会で活躍する人を間

近に見ることになり、「自分もこんな人になりた

い」という憧れも抱きます。

　さて、このFSP講座ですが何年生の授業だ

と思いますか？ 企業の方が授業に来られること

を考えると、就職活動の直前の3年生の授業

ではないかと思う方もいるかもしれません。実は

この授業が行われるのは「1年生の前期」なの

です。入学直後の早い時期に「社会とは何

か」「働くとはどういうことか」ということを体験を

通して考えてもらいます。そして、今の自分に足り

ないものを自分で気づくことによって、残りの3年

半で何を身に付けるのかを明確にしてもらうこと

がこの授業のねらいです。FSP講座はみなさ

んの「学びのスイッチ」を入れる授業なのです。
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前川 浩子
文学部准教授

で

やる気を後押し

NTTドコモ北陸支社

2017年度前期の1企業目の課題の一例

『あなたは「＋ｄ」推進担当として、「＋ｄ」の展開を求められています。社会的課題を解決し、お客様に新たな価値を届け
られるような、新しいサービスを企画して提案しなさい。』

日本エルデイアイ 『あなたは人材開発部の社員です。女性が働き続けやすい会社にするための方策を提案しなさい。』

うつのみや

企業名 課題の内容

『あなたは《金澤文豪カフェあんずブランディング・チーム》に配属となりました。さまざまなブックカフェや特色のある
店舗の事例を調査し、「ブックカフェのルール」を提案しなさい。』

フラワーガーデン 『あなたは、ウェディングプランナーの一員です。ブライダル業界激戦の中、集客、又は売上アップの策を思索しなさい。』

生活協同組合
コープいしかわ

『あなたは宅配運営部のメンバーです。今後、県内市場の縮小や競合の進出が予想される中で、引き続きコープいし
かわが組合員に寄り添い、お役に立ち、事業をさらに発展させていくために「次年度から取り組むべき施策とその根
拠」を提案しなさい。』

※Future Skills Project (FSP)講座：一般社団法人Future Skills Project研究会によって開発された、産学協同で学生の「主体性を引き出す」ことを目的としている講座

「面倒見の いい大学」  でありたい。
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やる気を後押し

KGフロントランナープログラム07

01 明確な希望を持つ学生を１年次からサポート
02 担当教員が“タッグ”を組み、授業時間外に
03 専門的な学び追究により自分の進路を切り開く

特長

　フロントランナーとは、「集団の先頭を走る人、集団をリードする人」と

いう意味です。金沢学院大学の学びをリードする学生たちのプロジェク

トの集まり、これが「KGフロントランナープログラム」です。このプログ

ラムでは、卒業後の進路に対して明確な意識や希望を持っている学生

の学びを１年次からサポートし、授業時間以外にプロジェクト担当教員

とともに、一人一人が設定した目標を達成するための活動を行います。

　プロジェクトは３～５名の少人数制となっていて、未来の自分をつくる

ために、担当教員と“タッグ”を組んで、一人一人の就職や進学の希望

に応じた専門的な学びや研究に取り組みます。各プロジェクトが掲げる

目標は「プログラミングコンテストで入賞する」「公務員や教員になる」

「デザイナーとして創作した物を実社会に提供する」など、専門的で高

い目標ばかりです。そして、これらの活動はすべて各プロジェクトのメ

ンバーである学生自らの意志に基づいて行われています。高い目標と

意志を持った学生たちによる自由な学びの場、これが「KGフロントラン

ナープログラム」です。　　　　　（経営情報学部准教授　福田裕一）

目標への道を駆け上がる

「受賞を目指す文章講座」
「古文文法特訓」
「原典講読」
「Fly into the World!」
「Let’s be a curator！」
「冷静と情熱のあいだ―カウンセラーに必要なスキルをみがく―」

文学部

「金沢の伝統文化産業としての加賀友禅をプロデュースする」
「公務員を目指せ！FRの会」
「応用経済学チャレンジセミナー」
「Becoming an Excellent Programmer!!」
「情報処理技術者試験制覇」

経営情報学部

「表現（技術・発想）の基礎的な理解、創作活動の日常化」
「ものづくりの楽しさ、創作活動の日常化」

芸術学部

「教員採用ハイチャレンジコース」
人間健康学部

全学展開中の１４プロジェクト

教員からのメッセージ▶芸術学部／荒川昭広准教授

動は毎週2～3日で、途切れることなく課題に取むことで、もの

づくりが習慣化するようなペースで実施しています。ポスタ

ー・パンフレット・名刺・カレンダーのデザインなどグラフィックデザイン

を主とする制作を行い、実践的なデザインワークの中から、デザイン

スキルの向上をめざしています。

印刷物として実際に採用された

ものもいくつかあり、外部からの制

作依頼にも応じています。4月に

は活動の集大成として学内ギャ

ラリーにて作品展を開催しました。

活
学生からのコメント▶芸術学部芸術学科／山本明日香さん

ザインプロジェクトでは、ＣＧの基本操作やデザインについ

て幅広く学んでいます。少人数のため先生に質問しやすく、

また、仲間とも意識を高め合いながら活動しています。通常授業では

教えてもらえない話や内容の濃い課題に挑戦することができます。課

題は次 と々出題されるため自宅で制作することも多くありますが、作品

が出来上がる喜びや、作品が増えていくことにとてもうれしく思うように

なりました。半年間、フロントランナーとして活動して、技術面だけでな

く自分自身のものの考え方やデザインの知識が自然に身に付いてきま

した。このことが必然的に自分の将来にもつながるのではないかと考え

ています。

デ

ものづくりの楽しさ、創作活動の日常化

教員からのメッセージ▶文学部／前川浩子准教授

ウンセラーや公務員の心理職など、「人を援助する心の

専門家」になるためには、周りの人に関心を持ち、サポー

トをする温かい気持ち、情熱が大切です。しかし同時に、現実を客

観的にとらえる冷静さも必要です。このプロジェクトでは心理学研究

の論文を読むことを通して、社会に存在している問題に気づき、研

究結果が示す現実を理解することで専門家になるためのスキルを

磨いていきます。

カ

学生からのコメント▶文学部心理学専攻／小川愛恵さん

学院に進学し、スクールカウンセラーになって多くの子ども

たちの力になりたいと思っていたことが参加の理由です。

このプロジェクトを通して、目標を持って自ら積極的に学習を進めて

いく力が身に付き、次はこの論文を読んでみたい、あの本も読んで

みたいと興味がたくさんわきました。しかし、もっと学びを深くしたり、考

えたり、発言して取り組むことは、まだまだ不十分でした。今年度はこ

のことを踏まえて、思うだけではなく、行動にきちんと移して、遠慮せ

ずもっと積極的に、主体となって取り組みます！

大

冷静と情熱のあいだ
―カウンセラーになるためのスキルをみがく―

Becoming an Excellent 
Programmer!!

教員からのメッセージ▶経営情報学部／桑野裕昭教授

プロジェクトではプログラミングコンテストを一つの目標と

して「一歩上のプログラミング能力」を身に付けることを

狙いとしています。何かを解決するためのプログラムを作るためには、

プログラムを書く力だけでなく、解決すべき課題を正確に分析し、そ

の解決に必要なデータをプログラム内の計算手順で効率よく利

用できるよう管理する知識と技術も必要となります。そんな能力を持

つエクセレントなプログラマーを目指します。

本

学生からのコメント▶経営情報学部経営情報学科／田中麻莉乃さん

たちのプロジェクトではプログラミングコンテストへの出場

を目標に日々 勉強しています。今は実力を付けるために例

題のプログラムが何をするためのもので、どのようなことをしているの

かを読み取って、それを別のプログラム言語で書き換えることを通し

てプログラミングの技術を磨いています。初めの頃、パソコンの中に

仮想的に別のパソコンをインストールして開発環境を作る等、普

段の授業では学ばない専門的なことを学ぶため理解できるか不安

もありましたが、少人数での活動のため先生が細かく丁寧に教えて

くださるので、最初は分からなかった専門的な話も次第に分かるよ

うになり、最近では少しずつ自分の成長を感じるようになってきました。

私

「面倒見の いい大学」  でありたい。
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やる気を後押し

入学前教育08

入学までの時間を有効に活用した学びの準備

01 推薦入試やエントリー入試での早期合格者を入学前からサポート
02 大学の学びを一足早く体験し目標を明確にする「入学前セミナー」
03 高校までに学んだ知識を確認する「オンラインによる自宅学習型課題」

特長

　入学される皆さんにとって、長い人生のうち、大学で学ぶ4年間

はとても貴重な時間となります。その時間を充実した、有意義なも

のにするためには、まずは、入学後に良いスタート切ることがポイ

ントになります。本学では入学予定者の皆さんが大学に入学する

までの時間を使って、大学で取り組みたいことや、達成したいこと

を、より明確に、具体的に考えて「目標」にし、入学されることを推

奨しています。

　特に、推薦入試、エントリー入試、スポーツエントリー入試で早

期に合格をされた入学予定者の方には、入学までの時間をより有

効に活用して準備を進められるように本学独自の「入学前教育」

を行っています。

　本学の入学前教育は2つのプログラムで作られています。一つ

はインターネットを利用して国語・数学・英語の課題に取り組む

「自宅学習型」のプログラムです。大学の授業でも、高校までに学

んだ知識が必要になる場面はたくさんあります。文章を読む・書く、

計算をすることが求められる授業がありますし、英語も必修とな

っています。入学までの時間を利用して高校までの学習内容を復

習して、入学後のスムーズな学びにつなげてもらうことを目的に

しています。また、入学後はインターネットを利用したオンライン学

習の機会も増えます。このような学習の方法に慣れてもらうことも

期待しています。

　もう一つのプログラムは実際にキャンパスに足を運び「大学生

として過ごす一日」を体験して、4月からの自分の姿をイメージす

る「入学前セミナー」です。「入学前セミナー」では、先輩の話を聴

いたり、同級生となる入学予定者とともに体験授業を受けたりす

ることで、「大学生の自分」を想像し、大学での「目標」を決めるこ

とにつなげていきます。また、入学前セミナーには多くの在学生の

先輩たちがスタッフとして参加し、みなさんをサポートしています。

　本学では早期合格者の皆さんの4年間が、一人一人の希望や

目標を叶えるための素晴らしい時間になるように入学前からサポ

ートしていきます。「入学前教育」はこれから皆さんが歩む4年間

を計画する時間です。そして、あなたの夢を叶えるためのヒントを

見つける時間でもあります。合格したときからあなたの大学生活

はもう始まっているのです。

第1回（12月）

4年生の話を聴いて 先輩の話を聴いて、一番印象に残ったことや、感じたことを書いてください。（具体的に）

何事にも臆せずチャレンジすることと、その中で自分なりの楽しみを見つけることの大切さを私は感じました。

「金沢学院大学へようこそ」

入学前セミナー（全3回）の内容

毎回書いてもらうリアクションシートのコメント

卒業を控えた4年生によるトークセッションがメインとなります。
先輩たちが送った学生生活から自分の将来をイメージします。

テーマ 内　容

第2回（2月） 「金沢学院大学の学びを知る」 自分が入学する予定の学科の授業を2つ受けます。
高校までの授業と大学の授業の違いを考えます。

第3回（3月） 「新しい自分へ～一歩踏み出そう～」 先生や先輩と話をしながら、大学で挑戦したい目標を決めていきます。

話をされている先輩方はとても楽しそうでキラキラされていたので、やりたい事をやり、自分の決めた事に向き合い、

先輩方のような生活をしてみたいと思いました。

◎今日は自分の中にあった不安を「楽しい」と感じるようになれたことや、勉強の中の楽しさや先輩方の頼もしい姿を見ることができ、

　自分の中にあった「やっていけるか」と言う不安は「やっていきたい」という希望に変えることができたので、すごく満足しています。

　次回のセミナーまでの目標としては、まだ少し足りていない自分の意見をしっかりと持つことや、発表する力をつけていきたいです。

全体の感想と次回までの目標 今日のセミナーに参加してみて思ったことや、次回のセミナーまでの目標について書いてください。（具体的に）

◎金沢学院大学の魅力が少しずつ分かってきました。金沢学院大学の先生や生徒（先輩）の人柄とか、その場の雰囲気が

　とても穏やかだったので、不安が少しずつ無くなるのを感じました。

※製版時に消す

「面倒見の いい大学」  でありたい。

33 34



一人一人と向き合う

充実した担任制度09

01 個々の状況に応じて学習や生活等の具体的な指導・助言
02 欠席が2回続くと本人や家族と連絡を取るフォロー開始
03 1年次は基礎教育機構、2年次からは各学部学科の教員が受け持つ

特長

　本学では、学生生活の支援を強化するために、「担任制度」を

設けています。学習や生活等の相談を個々の状況に応じて、具体

的に指導・助言できるようにクラスを編成し、各クラスに担任が配

置されています。

年に3回の個人面談

　入学直後の初期指導を充実させるために、「新入生ガイダン

ス」や「フレッシュマンセミナー」で学部ごとに宿泊研修を実施し

ているのに加え、さらに深く学生一人一人と向き合うために4月中

旬から5月初旬までに、クラス担任による初期面談を行います。高

校生活から大学生活にスムーズに移行できるように、科目履修指

導や授業の受け方、大学生活全般の過ごし方などを話しながら

個々の思いを聞き、一人一人の状況を把握します。担任業務はこ

のようにスタートし、それ以降の指導につなげています。

　面談の際、「大学にも担任がいて、このような面談があるとは思

わなかった」と驚く学生がいます。しかし、入学後の不安や今後の

大学生活に対する期待を語る学生の姿に接すると、担任として関

わる確かな手応えを感じます。

担任と授業担当者・職員との連携システム

　何らかの問題や相談がある時は、大学の各部署で対応するこ

とになっていますが、必要に応じて担任に連絡があります。授業

においても学生に問題が発生したり何か気になることがあれば、

その授業の教員から担任に連絡があります。特に、欠席が続いた

場合は必ず担任に連絡が入るシステムが整っています。「〇〇君

が2回連続欠席しています」と授業担当の教員から連絡があると、

担任は本人や家族と連絡を取りフォローを開始します。「風邪を

引いて寝込んでいるのではないか」「バイト中心の生活にはまり

込んでいないか」「授業につまずいているのではないか」とあれこ

れ心配し、原因を明らかにして叱咤激励をします。もちろん、学生

の方から欠席連絡をするように指導も行っています。こうして、担

任は自分のクラスの個々人の様子を常に把握し、対応にあたるシ

ステムが本学では確立しているのです。

　担任による面談は、1年間で3回、定期的に予定されています。

初期面談、前期の成績が確定し後期が始まる直前のサポート期

間、そして、１年次が終了し次年度に進級する前の学年末に行わ

れます。

　もちろん、必要に応じていつでも担任は個々の学生との面談に

応じています。

　学生の面談に加えて、保護者との面談も行っています。学年ご

とに日を設定して、希望者を対象に面談を実施します。保護者と

の連携も重要視しているからです。

基礎クラスから専門ゼミへの橋渡し

　1学年の担任を受け持つのは基礎教育機構の教員です。1年間

受け持ち、2年目からは各学部学科の教員にバトンタッチします。

2年次でもクラス編成をしますが、専門の教員が担任を受け持つ

ことになります。3年次からは、個々に各ゼミの研究室に所属し、

専門の先生に付きます。このように、基礎教育の2年間はクラス担

任制度のもとで、一人一人の学生に教員が目を配り、指導・助言

を行います。

個々の学生に寄り添う　
　大学は、学生一人一人が自分に合った進むべき道を辿り、進路

を決定する大切な4年間です。その過程で適切な方向を見極める

ために、担任は個々の学生に身近に寄り添います。本学は、面倒

見のよい大学として評判を得ていますが、クラス担任制により、さ

らにその強化を進めています。

　　　　　　　　　　　　（基礎教育機構講師　山岸由美子）

高校生活から大学生活へスムーズな移行

【学位】博士〈情報科学〉（大阪大学）
【専門分野】OR(オペレーション
ズ・リサーチ)、社会システム工学、
データ・サイエンス
【研究内容】
生産・販売活動における管理・
計画の手法とその応用など

春名　亮 准教授

【学位】
博士〈理学〉（金沢大学）
【専門分野】
地質学、サンゴ礁科学
【研究内容】
サンゴ礁段丘の形成過程と
古気候・地殻変動の復元など

佐々木 圭一 准教授

【学位】
博士〈文学〉（金沢大学）
【専門分野】
科学哲学、応用哲学
【研究内容】
「計算機のルネサンス」、論理
空間と記憶

中村 直行 准教授

【学位】
修士〈経済学〉（富山大学）
【専門分野】
中国語教育学、中国語学
【研究内容】
大学における中国語教育について、
中国語と日本語の比較研究など

林　文慧 講師
【学位】
文学士（武庫川女子大学）
【専門分野】
図書館情報学
【研究内容】
大学図書館の利用促進につ
いてなど

中川 恵理子 助教

【学位】
文学士（立教大学）
【専門分野】
英語教育
【研究内容】
大学における基礎科目として
の英語教育の在り方など

山岸 由美子 講師

【学位】
芸術学修士（金沢美術工芸大学）
【専門分野】
日本画
【研究内容】
写生取材及び日本画作品の
制作と発表

士農　力 教授 
【学位】英語教授法学修士〈MATESL〉
（セントマイケルズ大学大学院）
【専門分野】
英米文学、英語教育
【研究内容】コーパス処理に基
づく文学作品の文体研究、英
語教科書の国際比較など

笠間 弘美 教授

【学位】
文学修士（大阪大学）
【専門分野】
哲学、解釈学
【研究内容】
表現と理解の関係性

小松 洋一 教授
【学位】博士〈情報科学〉（北陸
先端科学技術大学院大学）
【専門分野】
情報科学
【研究内容】
アクティブラーニング環境に
おけるコミュニケーション

岡田 政則 教授 

【学位】
法学修士（金沢大学）
【専門分野】憲法学
【研究内容】
憲法に関する諸問題、インター
ネットの法的問題及び知的財
産の国内・国際的問題

武村 敏幸 准教授
【学位】法学修士（台湾大学）
【専門分野】
政治学（比較政治学）、地域研
究（台湾）
【研究内容】
台湾および韓国の民主化過
程比較、台湾言語政策

酒井　亨 准教授

【学位】
工学士（名古屋大学）
【専門分野】
教育工学、芸術科学、情報処理学
【研究内容】
携帯情報端末での句活動の
アプリケーション開発と実践

高田 伸彦 教授

基礎教育機構
教員紹介

「面倒見の いい大学」  でありたい。
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一人一人と向き合う

学修支援センター10

01 国語・数学・英語の基礎的な部分をサポート
02 教員が授業時間外のサポート・セッション実施
03 専門の学修で興味の対象を広げるサポート

特長

　皆さんは大学生活４年間で何を学びたいですか？「大学では、

自由に、自分の興味のあること、好きなことを勉強できるぞ！」と、

どの学部・学科にしようかと迷っていることでしょう。本学では、自

分で選んだ分野をしっかり学修することのできるさまざまなカリ

キュラムが準備されています。それに加え、その学びをさらに深め、

充実したものにするためにとても大切な、授業時間外での主体的

学修をサポートする学修支援センターが開設されています。

基礎学力の維持・向上が必須

　このセンターでは、それぞれ興味ある分野を学ぶ皆さんに、主

に２つの面でサポートをしています。

　まず、国語・数学・英語といった基礎的な部分です。スポーツに

おける基礎体力と同じで、何もしなければこれまで培ってきた学

習内容をどんどん忘れて、衰えていってしまいます。好きな分野を

学修するために、基礎学力を維持・向上させることは必須です。こ

こでの学修内容が授業理解の助けになり、例えばSPI試験など就

職対策につながる成果が期待されます。現在、クラウドサービス

学習教材を利用して、学生一人一人の状況に合った内容を自学

自修してもらっています。

自分なりの学修スタイルを作る

　これは１回10分程度で取り組める内容で、パソコンだけでなく、

スマートフォンやタブレットを使い、いつでも、どこでも学修できる

教材です。そのため、授業の空き時間などいわゆる隙間時間を有

効に活用して学修してもらうことが可能です。この取り組みを通じ

て、自分なりの時間の使い方を模索しながら、e-portfolio（Plan

計画→ Do実行→ Check評価→ Act改善の４段階を繰り返す

PDCAサイクルをweb版ポートフォリオシステムに記録）も活用し

て、皆さんそれぞれの「学修スタイル」を確立してもらうことを目指

しています。

　実際、学内に多く設置された自由に使えるデスクスペースは、

いつも勉強している学生で溢れています。時にはそこに教員が加

わって、即席の勉強会が行われたりします。大学時代に試行錯誤

して作り上げた学修スタイルは、卒業後もずっと皆さんを支えてく

れる大切な財産になります。

学び直しの機会を提供

　基礎学力に関わる内容でも、しばらく触れる機会がないと忘れ

てしまったり、自信がなくなったりといったことが起こります。ある

いは、もともと不得意な分野や内容があり、不安に思っている人も

いるかもしれません。しかし心配はいりません。そんな時のために、

教員による授業時間外のサポート・セッションを行ない、学び直し

の機会を提供しています。

　学生からの相談を受ける形の個別支援や、少人数の“寺子屋”

形式でのセッションです。それぞれの状況に合わせたサポートを

行うことで、学生からは「これまで分からなかった内容が理解でき

た」「分かるようになって、勉強が面白くなってきた」といった声が

たくさん聞かれるようになりました。

専門の学修を広げる支援も

　もう一つの活動の柱は、専門の学修を拡げるサポートです。は

じめに興味を持った内容を講義などで学んでいくと、必ず興味の

対象が広がっていきます。そのモチベーションを大切にした、正規

のカリキュラムではカバーしきれない自由で主体的な学びのお

手伝いです。例えば、経営学の講義で取り上げられた『芸術祭』に

興味を持った経営情報学部の学生に向けて、芸術学部の教員が、

授業外サポート・セッションで講義をするといった、いわば学部や

学科を超えた「自主ゼミ」を展開しています。

　また、講義などをきっかけにして、専門の学修に関わるさまざま

な資格に興味をもった学生への支援もしています。「ITパスポー

ト」の資格試験を希望する学生が、毎週自習室に集まって問題集

に取り組む資格試験対策のサポート・セッションはその一例です。

このように、資格支援センターや教職センターなどと協力しなが

ら資格対策のサポート・セッションを行うなど、皆さん一人一人の

ニーズを満たす学修支援を行っています。

　　　　　　　　　　　（基礎教育機構准教授　佐々木圭一）

授業時間外の主体的な学びをサポート

入学前学習

サポートセッション
（正課外での学修支援）

卒業研究
各種資格試験

自由で主体的な
学部横断の自主ゼミ

サポートセッション
（正課外での学修支援）

グループ分け
（基礎学力確認テスト）

状況に合わせた
基礎的学習

（クラウドサービス学習教材）

就職対策・SPI試験

基礎学力サポート
●個別対応
●寺小屋形式

専門の学修を拡げる 基礎学力の維持・向上

｜ 入学後 ｜

「面倒見の いい大学」  でありたい。
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一人一人と向き合う

ICT活用のキャンパス環境11

KGポートフォリオ

　一人一人の学生が目標とする自分になって卒業する、これが「KG

ポートフォリオ」の目的です。「KGポートフォリオ」では、パソコンやワ

ークシートを利用して、あなた自身の目標を掲げ、理想の自分をイメ

ージし、目標を達成するための計画を立て、その計画にしっかりと取

り組むことができたかを定期的に振り返ります。

　この「目標→計画→実行→振り返り」に取り組む４年間が、あなた

を、あなたの目標に導きます。「KGポートフォリオ」はあなた自身が描

く、なりたいあなたになるための羅針盤です。そして、「KGポートフォ

リオ」に積み重ねたあなたのメッセージを、全ての教職員がコンピュ

ータネットワーク上で共有することにより、目標に向かって走り続け

るあなたを強力にサポートします。

　「KGポートフォリオ」は「こんな４年間だったから、目標に到達する

ことができた」と胸を張って言える大学生活をあなたに約束します。

４年間の羅針盤

ムードル

　「ムードル」は世界中の大学で利用されているオンライン学習

支援ツールです。金沢学院大学でも、多くの講義で「ムードル」を

利用しています。課題や小テストなど、さまざまな学びのアクティ

ビティにインターネット経由で取り組むことができます。いつでも、

どこでも、そこがあなたの学びの場に変わります。講義内容を理

解できたか不安な時も、ちょっとした空き時間に、小テストに取り

組んだり、資料を振り返ることで、理解を深めることができます。ま

た、部活動や突然の病気で講義に出られなかった場合でも、「ム

ードル」にアクセスすることで、大学の講義にしっかりついていく

ことができます。

いつでも、どこでも、そこがあなたの学びの場

キャンパスメイト

　学内から、自宅から、通学途中のバスの中から、インターネット

に接続されたパソコン・タブレット・スマホさえあれば、いつでも、

どこでも「キャンパスメイト」を使って大学とつながることができま

す。「キャンパスメイト」にログインさえすれば、掲示板・時間割・伝

言・出席・成績など、大学生活に必要なすべての情報にアクセス

することができます。大学からの連絡、学内イベントのお知らせな

ど、あらゆるコミュニケーションのスピードが変わります。

コミュニケーションのスピードが変わる

BYOD（ビー・ワイ・オー・ディー）

　金沢学院大学では、学内のあらゆる場所から高速Wi-Fi「kg-musen」に

接続し、インターネットにアクセスすることが可能です。あなたのパソコンや

タブレットを大学に持ち込んで（BYOD:Bring Your Own Device）、日々の学

びや研究にそのまま利用できます。使い慣れたパソコンやタブレットを使う

からこそ、あなたの学ぶ力を引き出すことができます。これまで、パソコンや

インターネットに苦手意識を持っていた学生も、インターネットに振り回され

ずに、情報社会を軽やかに駆け抜ける力をつける４年間が金沢学院大学に

はあります。また、自分のパソコンやタブレットを毎日の学びに生かす、この

経験は、ビジネスの現場で必要とされているあなたのＩＴ活用力を育てます。

使い慣れたパソコンを
毎日の学びに

01 あなたの目標達成をすべての教職員がサポート
02 一歩先のＩＣＴを経験、就職に優位
03 今はパソコン初心者でも４年後には上級者

特長

「面倒見の いい大学」  でありたい。
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　数限りなくある仕事の中で「学校の先生」という職業は、誰もがその役割と仕事内

容を知っている、とても珍しい職業です。それは日本に義務教育があるため、私達は

必ず先生に出会って成長するからです。優しかった小学校の担任、自分を鍛えてくれ

た中学校の部活動の顧問などに憧れと尊敬を抱き、教職を志す学生は毎年非常に多

いと言えます。

　そのような多くの人の夢である教員になるための、現在の一番の早道はどこでしょ

う。それは間違いなく、金沢学院大学文学部教育学科です。

　断言するには根拠と理由があります。最大の理由は、2020年の学習指導要領改訂

です。国の教育の方向性を決める学習指導要領において、2020年より、小学校5、6年

生で英語が必修化されます。つまり、これまでの国語、算数、理科、社会などに加えて、

小学校でも英語の授業が教科化されることになるのです。

　したがって小学校の先生は、これまでの科目を指導できるだけではなく、英語も教

えられるようにならないといけません。教育現場も、この改革には非常に関心が高い

です。実際に多くの都道府県の教員採用試験で、小学校英語教育のできる人が有利

になる選抜方法が取られ始めています。

　現在、私達の置かれている社会では、グローバル化に対応し、世界的な視野に立っ

て物事を思考する力や、学校が地域と連携して子どもを育てる関係性、インターネット

やタブレットを効率的に使う能力、価値観を多様化し共存・共生する姿勢が必要不可

欠とされます。義務教育段階である小学校・中学校では、特にこのような部分の資質・

能力を育み、将来の担い手になる基礎を育てることが非常に強く期待されています。

　本学科は、こうした国の動向にいち早く対応するために、小学校英語教育にも強く、

社会の要求に対応できる先生を養成するカリキュラムと施設設備・教員を準備し、

2018年度より保育士、幼稚園、小学校、中学校英語の教員養成をスタートさせること

にしました。

教育学科文学部 （仮称）

2018年4月開設予定（設置認可申請中）

2020年、英語教育の新時代始まる。
小学5年、6年で教科化
「英語を教える先生」を育てます。

今、教職への一番の早道はここだ

グローバル化、ICT・・・
社会の多様化に対応
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　「小１プロブレム」、「中１ギャップ」という言葉があります。新しい学校に進学した時に、子どもたちは学習面だけでなく、心理面、文化

面でもさまざまな問題を抱えることがあり、これに対応できる先生が強く求められています。本学科では、幼児教育から中学校教育まで

の子どもの発達を広い視野で学ぶことができます。卒業時には小学校教諭一種を中心に、中学校教諭一種（英語）、もしくは幼稚園教諭

一種免許を取得できます。また、幼児教育に特化して学ぶ場合、保育士資格と幼稚園教諭一種の免許を取得することができます。複数の

資格を取得して卒業することで、幅広い将来の選択肢が広がるはずです。

グローバル人材の育成

小学校
教育

中学校
（英語）
教育

幼児
教育

幼児教育から中等教育までの連続した学び

　社会の変化と共に教育が大きな転換期を迎え

ている中、子どもたち自身が、多様な他者と共に

協力しあいながら生きていく社会を作っていくた

めに、ワールドスタンダードな「対話力」を持ち、さ

らにそうした対話力によって育成される教育実践

力を持つ教員・保育者の育成が求められています。

本学科では、世界の現状を知り、新たな時代に対

応した資質、能力、技術を学ぶことを通して、この

ような深い教育実践力を身に付けたグローバル

人材を育てていきます。

本学科の学びは、5つの柱で構成されています

中学校教諭
一種免許状
（英語）

取得可能な資格

小学校教諭
一種免許状

進路
※いずれも認可申請中

中学校教員

小学校教員

幼稚園教員
認定こども園保育教諭

保育士
乳児院・児童養護施設・
各種障害児施設職員

1

地域協働と組織マネジメント
　これからの学校が複雑化・多様化した課題を解

決していくためには、教職員同士、地域の人々、他

の専門施設などと協働し「チーム学校」として取り

組んでいくことが求められています。一人一人の

教員がそれぞれの立場や役割を理解し、学校づく

りを行っていく能力を育むと同時に、一人の教員・

保育者として生きがいや意義を自覚し、自らも成

長していく力を身に付けていきます。

3

ICT活用
　インターネットやタブレットが身近になった現在、

子どもたちが生活の中でより良く情報社会に主体

的に参加し、創造していこうとする態度を育んで

いけるよう、教員・保育者としてICT活用を絶えず

検討できる資質能力・技能の育成を目指します。

学生自身が最新の情報端末に触れ、検討し、自身

でもデジタル教材等が作成できる基礎的な知識と

技能を身に付けます。

4 インクルーシブ教育
　子どもたちは、多様な文化や価値観を持つ人々

と共存・共生するグローバル化した社会を生きて

います。このような社会の中で協働して希望ある

未来社会を構築していくためには、多様な他者と

相互理解を深める関係調整能力や、主体的な行

動力が求められます。幼児教育・学校教育をとお

して、このような資質や能力等を、子どもたち自身

で育んでいくような教育実践力を学び、身に付け

ていきます。

5

英語活動・英語教育
　多文化共生社会の中で、国際共通語としての英

語力向上とともに、文化や生活習慣・価値観の異

なる人々との間で相互理解を深め、合意形成を目

指していく、ワールドスタンダードなコミュニケー

ション能力を身に付けていきます。多様な背景を

持つ他者の前でも臆せず積極的に関わり、相手を

理解しようとする姿勢、相手を惹きつけるようなコ

ミュニケーション技術や、論理的に説明していく力

を学びます。

2

小学校教諭
一種免許状

幼稚園教諭
一種免許状

幼稚園教諭
一種免許状

保育士資格
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文学部 教育学科 カリキュラム

教養科目

教職基幹
科目

小学校・
中学校教諭
専門科目

専
門
科
目

幼稚園教諭
・保育士
専門科目

教科専門
科目

１年次 2年次 3年次 4年次

●コンピュータ基礎演習
●日本国憲法
●哲学
●社会学
●心理学の基礎
●スポーツ科学
●英語Ⅰ
●英語Ⅱ

●初等教科教育法
（国語・社会・算数・生活・音楽）

●保育原理
●保育者論
●保育内容総論
●乳児保育

●社会・算数・音楽基礎
●図画工作・体育Ⅰ
●体育Ⅱ（リズムダンス）

●保育課程論
●社会福祉
●相談援助
●社会的養護
●保育の心理学Ⅰ・Ⅱ
●保育内容（健康・ことば
　人間関係・環境・表現）
●保育内容演習（健康・ことば）
●幼児理解と教育相談
●保育相談支援
●幼児・児童文化

●国語（書写含む）
●理科・生活・家庭
●家庭科実習

●道徳教育の指導法
●特別活動の理論と実践
●総合学習指導法
●生徒・進路指導論
●初等教科教育法（理科・
　図画工作・家庭・体育）
●英語科教育法Ⅰ

●英語科教育法Ⅱ

●子どもの保健Ⅱ
●教材としての玩具

●子ども家庭福祉
●子どもの保健Ⅰ
●子どもの食と栄養
●家庭支援論
●保育内容演習（環境・人間関係
　・表現）
●社会的養護内容

地域協働と
組織マネジメント

●教育経営概論
●地域教育事情研究

●「チーム学校」と学校組織
　マネジメント

●教師のキャリアデザイン●地域協働と教育資源活用
●スクールソーシャルワーク論

実習関連
科目

●学校インターンシップ
●保育インターンシップ

●保育実習Ⅲ（厚生施設）
●保育実習指導Ⅲ
●教育実習Ⅱ（幼）
●教育実習指導Ⅱ（幼）
●教育実習（小）
●教育実習指導（小）
●教育実習Ⅰ・Ⅱ（中）
●教育実習指導Ⅰ・Ⅱ（中）
●保育・教職実践演習
●教職実践演習

●保育実習Ⅰ（施設）
●保育実習Ⅱ（保育所）
●保育実習指導Ⅰ・Ⅱ
●教育実習Ⅰ（幼）
●教育実習指導Ⅰ（幼）

セミナー・
卒業研究

●フレッシュマンセミナー ●子ども教育学基礎セミナーⅢ
●子ども教育学基礎セミナーⅣ
●卒業研究

●子ども教育学基礎セミナーⅠ
●子ども教育学基礎セミナーⅡ

インクルーシブ
教育

●インクルーシブ教育概論
●教育相談
●障がい児教育

●インクルーシブ教育に
　おける造形指導

●障がい児保育

グローバル
人材の育成

小学校
英語活動
の理論

英語
内容論

●国際理解教育概論
●多文化理解概論
●文化比較論

●地球市民論
●グローバル対話論

●生物多様性概説
●持続可能な教育（ESD）概説
●海外英語教材比較研究

ICT活用
●ICT活用教育概論 ●保育とICT活用 ●情報科学技術と学習支援

●情報モラル教育
●社会統計と教育
●デジタル教材開発

英
語
活
動
と
英
語
教
育

●言語習得研究 ●小学校英語教育概論
●小学校英語教材研究
●初等教科英語教育法

●外国語活動演習
●早期英語教育研究

●英語学概論 ●英語文法論
●英語コミュニケーションⅠ
●英語コミュニケーションⅡ

●英語文法演習

●音楽演習
●造形演習

英語専門
科目

●英米文学概論
●英米文学史
●英米文学講読Ａ
●中世の英文学
●英米文学演習

●英米文学講読Ｂ
●英語表現Ⅰ
●英語表現Ⅱ
●英語プレゼンテーション
●English Writ ing

●教職論
●教育原理
●教育心理学

●英語学特論

●経済学の基礎
●日本の歴史
●世界の歴史
●地理学
●体育実技
●日本の文学
●金沢学

●教育課程論
●教育方法・技術論

教育学科ピックアップ授業

　この授業では、グローバル時代の対話力の特質を検討し、文化
の異なる他者との相互理解を深め、協力して新たな解や叡智を共
創できる対話力を受講者と共に考えていきます。さまざまなアクテ
ィブ・ラーニングを通して、対話の基本的な考え方と習得方法を受
講者自身が実体験し、対話力の向上を目指します。

　グローバル化に対応するため、2020年の英語教科化を見据え
て、「聞く・話す」ことを中心としたコミュニケーション能力の素地を
養う外国語活動の開始は小学3年生からに早まり、5年生からは英
語が正式な教科となります。このように小学校で英語を教えるため
には何が必要となるでしょうか。目的論から教授法、教材を、児童
の発達段階に注目して、小学校英語を指導するための理論と実践
方法を学びます。

●英語活動と英語教育

小学校英語教育概論
　変化の激しい社会の中で、これからの学校が複雑化・多様化し
た課題を解決していくためには、「チーム学校」として専門性に基
づいたチーム体制の構築や、組織マネジメント等を問い直してい
くことが求められます。そもそも「学校における組織マネジメントと
は何か」、「なぜ今、学校において組織マネジメントが求められるの
か」、「カリキュラム・マネジメントがなぜ重要なのか」、「なぜ学校は
チームでなければならないのか」、「なぜ教員に同僚性が求められ
るのか」など多方面から検討し、学んでいきます。

　「学びのイノベーション」を検討し、一斉授業、個別学習、教材研
究におけるデジタル教材に関する基本的理論を身に付けます。協
働学習、アクティブ・ラーニングにおけるデジタル教材を作成し、模
擬授業を行い検証します。受講者自身が、グループワークや討論
などの主体的・協働的な学びを通し、自信を深めます。

　通常の学級で発達の障がいを抱える子どもの割合は６.５％と言
われています。インクルーシブ教育の考え方が普及し、重い障がい
をもった子どもも、通常級で学ぶ機会が増えています。造形活動を
通じて、どのような子どもも幼児期から学齢期まで共に学び、育つ
ことを目標にした造形指導について学びます。

　子どもの言葉に焦点をあて、話し言葉、書き言葉、文字等の役割
について理解し、発達段階にふさわしい言葉の環境や指導計画に
ついて学びます。5～7歳の幼児期と児童期にかけての読み物であ
る幼年童話にも着目し、子どもにとっての読み物の意味や、保幼小
連携や現代社会における言葉の諸側面についても学びます。

●地域協働と組織マネジメント

「チーム学校」と学校組織マネジメント

●グローバル人材の育成

グローバル対話論
●ICT活用

デジタル教材開発

●インクルーシブ教育

インクルーシブ教育における造形指導
●幼児教育

保育内容(ことば)

※下記の内容は予定であり、変更する場合があります。
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Q&A

教育学科の入学者選抜は一般入試のほか、エント
リー入試も検討されていますか？

定員１００人のうち、エントリー入試の枠として１５人程度を考え
ています。意欲のある方に自己ＰＲしていただきたいと思います。
このほか、スポーツや吹奏楽で優れた生徒にはスポーツ・吹奏
楽エントリーという制度も適用される予定です。

英語が苦手なのですが、先生にどうしても、なりた
いです。大丈夫でしょうか？

「先生本人が英語が得意」であることと「子どもに英語をきちん
と教えることができる」ことは違います。今、英語が得意な人はも
ちろん、そうでない人も4年間の学びの中で、必ず英語を教える
ことができる先生に育てます。「先生になりたい」という思いを大
切にして、一緒に学んでいきましょう。

地元の都道府県で教員になりたいです。

本教育学科では、石川県の教員ももちろんですが、全国で活躍で
きる教員の養成を行います。教員免許は全国共通です。地元に戻
って教員になりたい人の教員採用試験、就職も、教職センターで
しっかりサポートします。

幼児教育を学びたいのですが、短大と四年制大学
のどちらに進学すれば良いのでしょう？

短大では2年間で保育士資格と幼稚園教諭二種の免許を取得
し、即戦力として現場で活躍できます。本学教育学科では、保育
士資格とともに、幼稚園教諭一種の免許が取得できるので、より
条件の良いリーダー候補として責任ある立場で幼児教育に関
わることができます。幼稚園教諭一種の免許を取得しておくこと
で、多様な働き方を選択でき、結果、幼児教育の世界で長く活躍
することができます。また、本学教育学科では、4年間で幼児期
から学齢期の幅広い発達について学び、より専門的な知識を身
に付けて現場に出ることができます。

国公立大学に比べて学費が高いのではないです
か？

KGスカラシップ（奨学金）制度があります。センター試験４科目で
70%以上の得点で授業料が全額免除になります。同じく４科目で
65%以上の得点で授業料が半額になります。60%以上の得点で
年間２０万円の減額になります。スカラシップ制度を活用すれば、
国公立並みの学費で安心して学ぶことができます。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q
A

女子で、初めての一人暮らしとなるのが心配です。

大学のすぐ近くに女子寮が整備されています。きれいな完全個
室で、家具とバス・トイレが備え付けられ、セキュリティーも万全
です。朝、夕の栄養バランスのとれた食事も付いており、安全、
安心、そして格安です。入学から２年間の入居が原則、可能です。
詳細は本キャンパスガイド133-134ページをご覧ください。３年
次以降も安心な近隣アパートを大学で紹介しています。

部活動もやりたいのですが、教育学科の勉強と両立
できますか。

もちろんできます。卒業後に指導者や部活顧問、スポーツや芸術
活動の担い手になるためには、自分自身が学生時代に全力で打
ち込んだ経験も大切な財産となります。文武両道を実現すること
は決して楽な道ではありませんが、4年間目標に向かってがんば
りましょう。

Q

A

Q
A

　教師は、すばらしい教育専門職です。理想を追求でき、

自己の個性を活用できます。読書、スポーツ、旅などの体

験はもちろん、人生上の失敗や挫折さえ、よき教師になる

ための糧になります。

　教師の喜びは、教え子たちとの交流です。日々、子ども

たちと接していると、小さな感動が次々と起きてきます。時

には、心にしみるような、胸がいっぱいになるような深い

感動を感得することもあるのです。卒業後何年たっても、

教え子たちは親しんでくれます。本学科では、こうした教

職のすばらしさを創りだしていくことができる教師を養成

していきます。

　その中で特に重視するのは、子どもたちに、国際共通

語である英語を「楽しく、分かりやすく」学ばせるというこ

とです。日本の外国語教育は、東南アジアの国々に比して

も20年も遅れていると言われます。この状況への各界の

危機意識が広まり、全国各地で「英語を指導できる教師」

が求められています。採用試験に別枠を設けている教育

委員会さえあります。

　高校生の皆さんにぜひ伝えておきたいことがあります。

皆さんはいま、英語が得意でなく、苦手でもよいということ

です。本学科に入学すれば、国際社会で生きて・役に立つ

英語力を指導するという「教育実践力」を必ず習得しても

らいます。

　私がこう言い切るのは実は全国各地の大学等から、優

れた専門性を持った教師たちが新学科の開設に合わせ

て参集してくれるからです。

　世界40カ国を旅してきた、英国に留学してきた、あるい

は教育哲学や保育学を学んできたという経験の持ち主。

初等英語教育の先駆者、国立・私立大学の教授、各教科・

美術・音楽教育、ICT教育、特別支援教育、進路指導のそ

れぞれ専門家。さらに、世界遺産教育の実践者やマラソン

大会で上位に入賞する体育科教員、教員採用試験対策の

第一人者などと多士済々なのです。

　しかも、共通しているのは、教育現場での実践経験の豊

富さです。保育園・幼稚園・小学校・中学校で指導してき

た教師たちが今、理想の教員養成を目指しています。した

がって、教育現場でのさまざまな問題にどう対応したらよ

いのか、教科・生活指導や学校行事などはどのように進

めたらよいか、などを、実践的・具体的に学ぶことができ

るのです。

　皆さんは、大学の教師たち、仲間たちと、対話と共同体

験の日々を過ごすことにより、「新たな時代に対応した教

育の創造」ができる教師に育っていくと確信します。また、

4年間の歳月に生涯の友を得ていくに違いありません。

「教師になりたい」と思う気持ちがある皆さんの入学を待

っています。

多田孝志 教授

今、英語が得意でなくても構いません

全国から集う専門家が

育てていきます

学科長予定者が語る
本学科の魅力

山梨県甲府市出身。国際理解教育界の第一人者。目白大学名誉教授。博士（学校教育
学）。文科省高校生留学審査委員長、わが国における「国連持続可能な開発のための
教育の10年」関連庁連絡会議委員、海外子女教育振興財団評議員。最近の研究テー
マは「対話型授業法の学習論」。著書は「地球時代の教育とは」（岩波書店）、「地球時
代の言語表現」（東洋館出版）など多数。
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人間を理解する心が教育、文化、人を支える
　文学部で言葉・文化・心について学び、考えることは、「人間とは何か」という問いに

対する答えを探すことです。そして、この学びを通して得られた、人間を理解する心が、

人と社会をつなぐ力になります。

　文学部は、４専攻の中からそれぞれの興味に応じて選んだ専門分野を究める経験を

通して、物事を自分の頭でよく考え、表現する力を身に付けます。これが人と社会をつ

なぐ力であり、地域社会で教育、文化、人を支えることに役立ちます。

日本文学専攻
日本人とその生活・社会・文化の基にある日本語と、その日本語で書かれた日本文学について学
び、論理的思考力を深め、表現力を磨き、コミュニケーション能力を高めます。

英米文学専攻
自分の頭で考え、その考えを英語で相手に的確に伝えることができる人材を育てます。英語で行
われる授業や英語プレゼンテーション、英米文学の読解などを通じ、英語運用能力を伸ばします。

歴史学専攻
北信越の私立大学として唯一、歴史学を専門的に学べます。日本史、西洋史、考古学、保存科学の
分野を設けており、歴史が根づく町、キャンパス内に遺跡がある環境を生かして実践的な学びを
提供します。

文学部文学科

言葉・文化・心を学び、
人と社会をつなぐ力を身に付ける

心理学専攻
認知・行動・発達・臨床・社会といった幅広い分野の心理学を学ぶことができます。一般企業への
就職から、他大学大学院への進学を経てカウンセラーの資格取得まで、さまざまな進路に対応し
た指導を行います。

日本語日本文学専攻2年
田中 祐衣さん
石川県立金沢錦丘高校出身

歴史学専攻3年
中森 祐作さん
石川県立大聖寺高校出身

心理学専攻3年
諏訪 哲弥さん
石川県立金沢泉丘高校（通信制）出身

英語英米文学専攻2年
大橋 古都さん
福井県立敦賀高校出身
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文学部
文学科

北陸の人材を育んできた70年の伝統
　北信越の私立大学で文学部があるのは本学だけです。また、本学の文学部には70年の伝統があり、金沢をはじめ北陸で教員として教

育を支えたり、学芸員として文化を支えたりする卒業生を多く送り出してきました。そのほか、文学部で学んだことを糧にして公務員にな

ったり、一般企業で活躍している卒業生もたくさんいます。

　文学科には日本文学、英米文学、歴史学、心理学の4つの専攻があります。自分の興味や関心によって選んだ専攻で専門を深く究める

だけではなく、例えば、日本文学専攻の学生が心理学を学んだり、心理学専攻の学生が考古学を学んだりと、他の専攻の授業も受ける

ことができます。このように、同じ文学部の中での自由な学びやさまざまな学生との交流を通して、広い視野を持った学生を育てます。

　また、卒業後、就職したときに必要になる、考える力や行動する力、そして他の人とのチームワーク力を身に付けるための課題解決型

授業や英語でのプレゼンテーションなどもカリキュラムに取り入れています。文学部では一人一人が豊かな人生を歩み、社会に貢献で

きる人材を養成します。

「金沢」の地と文化を生かした学び
 　北陸新幹線の開業によって、全国的・世界的に注目が集まってい

る金沢は、東京や京都とはまた違う、独自の文化を築いてきた町で

す。町のいたるところに、学ぶための「教材」がたくさんあり、文学館

や博物館、史跡は日本文学や歴史学の学びの場となります。また、

多くの外国人観光客が訪れる地で学ぶことは実践的な英語力を高

めるチャンスになります。さらに、観光客をおもてなしする、というホ

スピタリティを心理学によって磨くこともできるでしょう。

　ほかにも、「金沢まち学」「地域連携プロジェクト」など、地域と関

係した実践的な授業もあります。金沢という地を学びのフィールドと

して活用することができるのも、文学科の魅力と言えます。

　北陸新幹線が開業してから、これまでに増して多くの人

が金沢を訪れています。金沢の文化都市としての魅力が、

国の内外を問わず人びとを引きつけるようです。本学文

学部は、この独特の文化と歴史をもった城下町金沢で、

70年以上の長きにわたって、多くの人材を育み社会へ送

りだして来ました。卒業生は、専門に直結した教員、学芸

員、司書、新聞記者、カウンセラーはもとより、公務員、金

融業、宿泊業、製造業、卸売・小売業、建設業など、あらゆ

る業界で活躍しています。

　日本文学、英米文学、歴史学、心理学、４つの専攻それ

ぞれの方法で、人と人、人と社会を繋ぐものを探求してい

きます。私たちの文学部は、自ら学んで考えていくために、

自らの考えや疑問を発信して、教員、地域の人などさまざ

まな人たちと意見を出し合い、共に問題を解決する授業

を全学年で用意しています。人に対する深い理解力と的

確な表現力は、仕事だけでなく、社会生活で、最も重要な

基盤となるものです。

　読書し、実験し、調査し、分析し、考え、表現し、議論し、

笑い、また、考える。文化の香り高い金沢で学ぶ日々は、皆

さんの未来の土台をつくる濃密な時間となることでしょう。

文学部長

水洞 幸夫 教授

文化都市金沢で、

人生の土台をつくる文学部

理解力と表現力を磨いて、

さまざまな人と共に考え、

謎を探求する

学部長が語る
本学部の魅力
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日本語日本文学専攻 3年  金代 栞さん　埼玉・春日部共栄高校出身

い頃から本を読むことや文章を書くことが好きだったの

で、高校卒業後は文学部に進みたいと考えていました。

金沢学院大学は、資格取得に力を入れていると聞き、好きな

分野についてとことん学べるだけでなく、将来の役にも立つので

は、と考えて進学を決めました。

　１、２年次は日本語と日本文学を基礎から学び、３年生にな

ってからは児童文学を専門に学んでいます。幼い頃に読んだ

物語でも、今再び読み返してみると感じ方が大きく変わり、大学

で文学を学ぶ面白さを感じました。他専攻の授業も受けられる

ので、好奇心から履修した心理学の知識も研究に役立ててい

きたいと思います。

　金沢学院大学は教員と学生の繋がりが強く、先生や職員

の方々に声をかけていただくたびに、私の活動は多くの人に見

守られているんだと実感します。地域の方や企業の協力による

授業も多く、社会で活躍する人の姿を間近に見ることは、将来

を考える大きな刺激になりました。今後も児童文学の研究をは

じめ、学友会、清鐘祭の活動や就職活動など、今しかできない

体験をたくさん重ねていきたいと思います。

文学部 文学科 カリキュラム

教養科目

外国語科目

学部共通

日本文学
専攻

専
門
科
目

英米文学
専攻

歴史学
専攻

１年次 2年次 3年次 4年次

●スタディスキルズゼミⅠ・Ⅱ
●コンピュータ基礎演習Ⅰ・Ⅱ
●哲学Ⅰ・Ⅱ
●法学Ⅰ・Ⅱ（日本国憲法）
●経済学Ⅰ・Ⅱ
●社会学Ⅰ・Ⅱ
●文化人類学Ⅰ・Ⅱ
●民俗学Ⅰ・Ⅱ
●日本美術史Ⅰ・Ⅱ
●自然科学概論Ⅰ・Ⅱ
●自然地理学概説Ⅰ・Ⅱ
●健康科学
●スポーツ科学Ⅰ・Ⅱ
●金沢まち学
●キャリアデザインⅠ・Ⅱ
●地域貢献（ボランティア等）

●基礎英語Ⅰ・Ⅱ
●English CommunicationⅠ・Ⅱ
●ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
●フランス語Ⅰ・Ⅱ
●中国語Ⅰ・Ⅱ
●朝鮮語Ⅰ・Ⅱ

●日本文学史Ⅰ・Ⅱ
●漢文学講読Ⅰ・Ⅱ
●古典文学講読Ⅰ・Ⅱ
●近・現代文学講読
●児童文学
●評論の読み方
●日本語教育学Ⅰ・Ⅱ
●地域と文学
●社会言語学Ⅰ・Ⅱ
●日本語史概説Ⅰ・Ⅱ

●日本文学概説Ⅰ・Ⅱ
●日本語学概説Ⅰ・Ⅱ
●日本語表現法

●英語学概論Ⅰ・Ⅱ
●英米文学概論Ⅰ・Ⅱ
●Japanese Culture
　through English 

●史学概論
●日本史概説Ⅰ・Ⅱ
●西洋史概説Ⅰ・Ⅱ
●東洋史概説Ⅰ・Ⅱ
●考古学概説Ⅰ・Ⅱ
●保存科学概説Ⅰ・Ⅱ

●English Presentation
　(Intermediate)Ⅰ・Ⅱ
●World Culture
　through EnglishⅠ・Ⅱ
●英語資格試験対策Ⅰ・Ⅱ
●English Writ ing
●Academic Writ ing
●Study English Abroad
●英語学講読Ⅰ・Ⅱ
●英語文法論Ⅰ・Ⅱ
●英語音声学Ⅰ・Ⅱ
●言語習得研究Ⅰ・Ⅱ
●英米文学講読Ⅰ・Ⅱ
●英米文化論Ⅰ・Ⅱ

●人文地理学概説Ⅰ・Ⅱ
●地誌
●古文書学演習Ⅰ・Ⅱ
●文献資料研究法
●日本経済史
●東洋史文献講読
●西洋史文献講読Ⅰ・Ⅱ
●西洋政治史
●考古学研究法Ⅰ・Ⅱ
●考古学演習Ⅰ・Ⅱ
●考古学と自然科学
●保存科学演習

●書道（書写実習）
●古典文学演習
●近・現代文学演習Ａ・Ｂ・Ｃ
●日本語学演習
●日本語教育学演習
●創作入門
●創作実践
●日本語文法Ⅰ・Ⅱ

●古典文学特殊講義
●近・現代文学特殊講義Ａ・Ｂ
●日本語学特殊講義

●英語学演習Ⅱ
●第二言語習得演習Ⅱ
●言語学演習Ⅱ
●英米文学演習Ⅱ

●英語学演習Ⅰ
●第二言語習得演習Ⅰ
●言語学演習Ⅰ
●English DiscussionⅠ・Ⅱ
●原典講読Ⅰ・Ⅱ
●英米文学演習Ⅰ

●古文書学実習Ⅰ・Ⅱ
●中世史演習Ⅰ・Ⅱ
●近世史演習Ⅰ・Ⅱ
●近代史演習Ⅰ・Ⅱ
●東洋史演習
●西洋史演習
●考古学演習Ⅲ
●古代学演習Ⅰ・Ⅱ
●考古学実習Ⅰ・Ⅱ
●保存科学実習

●日本史特殊講義
●東洋史特殊講義
●西洋史特殊講義
●考古学特殊講義
●保存科学特殊講義
●埋蔵文化財の保護と活用

心理学
専攻

●心理学統計法Ⅰ・Ⅱ
●心理学実習（調査法）
●心理学実習（実験法）
●パーソナリティ心理学
●社会心理学
●精神保健学

●知覚と認知の心理
●心身の健康と心理
●ビジネスと心理学
●対人関係の心理学
●多変量解析法
●実験計画法
●心理学実習（検査法）
●心理学実習（面接法）
●社会調査法
●認知学習心理学演習Ⅰ
●発達心理学演習Ⅰ
●臨床心理学演習Ⅰ
●社会心理学演習Ⅰ

●認知学習心理学演習Ⅱ
●発達心理学演習Ⅱ
●臨床心理学演習Ⅱ
●社会心理学演習Ⅱ

●卒業研究●海外演習Ａ・Ｂ・Ｃ

●心理学概論Ａ・Ｂ
●学習心理学
●発達心理学
●臨床心理学

●コンピュータ活用演習Ⅰ・Ⅱ
●地域連携プロジェクトⅠ・Ⅱ

●英語プレゼンテーション初級Ⅰ・Ⅱ
　（英米文学専攻は1年次）

●私のキャリアプランニングⅠ・Ⅱ
●就業体験（インターンシップ等）

●地域実践研究Ⅰ・Ⅱ
●プレ卒業研究演習

幼
い
頃
に
触
れ
た
児
童
文
学
を
専
攻

昔
と
今
と
の
感
じ
方
の
違
い
に
面
白
み
を
感
じ
ま
す
。

文学部
文学科

Q&A

01学生インタビュー
F i l e

きん だい　しおり

文学部は就職に不利だと聞いたことがありますが、
実際はいかがでしょうか？

文学部の過去3年間の内定率は98.7％です。文学部では、社会
で必要となる「読む」「書く」「話す」といった力を鍛えます。ここで
培われた力を生かすことで、教員、公務員、金融、販売、製造、サ
ービスなど、業種・職種を限定しない幅広い就職先での活躍が
可能です。また、1年次から「キャリアデザイン」が必修科目にな
っており、社会で必要とされる「チームで課題を解決する力」を
身に付け、自分のライフプランについても、早い段階から考える
機会を用意しています。

自分が所属する専攻以外の他専攻の科目を学ぶこ
とはできますか？

できます！日本文学、英米文学、歴史学、心理学の幅広い人文・社
会学の分野を持っているのが、文学科の強みです。学びの軸足を
置く自分の専攻以外にも視野を広げ、幅広い知識や教養を身に
付けることが可能です。また、他専攻の科目として修得した単位も、
卒業要件として認められます。他の専攻の学生と言葉を交わし共
に学ぶことは、多様な考え方や異なる価値観をもつ人との出会い
であり、さまざまな角度からものを考えるための刺激を受ける経
験の場となっています。

Q

A

Q

A

大学在学中に語学能力を養うため海外留学を考えてい
ますが、どのようなプログラムが用意されていますか？

本学の海外留学制度には、短期留学制度と海外派遣留学制度が
あります。短期留学制度では、イギリスのオックスフォード大学に
引率教員とともに約2週間滞在し、英語を学びます。海外派遣留
学制度では、提携先（ハワイのカピオラニ・コミュニティーカレッジ
や各国のユーロセンター）に半年から１年間留学し、現地で生活
しながら英語を学びます。この制度を利用すると、留学先で学ん
だ期間も在学期間に算入され、さらに修得した単位が卒業単位と
して認定されますので、4年間で大学を卒業することも可能です。

心理学を学んでカウンセラーになるには、どうした
らよいのですか？

カウンセラーとして働くためには、臨床心理士か公認心理師の
資格を得ることが一般的です。臨床心理士は、臨床心理士を養
成するための指定大学院を修了することで受験資格を得られま
す。公認心理師は、心理職初の国家資格で2018年度より試験が
開始されます。大学と大学院の両方で必要な単位を修得し、大
学院を修了することで受験資格が得られます。資格を得て働き
始めた後も、カウンセラーには相談者を支援するため常に自己
研さんをし続けることが求められます。

Q

A

Q

A

幼
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文学の町で学ぶ日本語と日本文学
　金沢三文豪をはじめ、数多くの文学者や研究者を輩出してきた文学と研究の町・金沢は、日本文学を学ぶのに最適な環境です。

　日本文学専攻では、この環境を生かした教養教育に加え、地域社会と連携した実践的な学びを積極的に実施しています。

　地方文学賞「島清恋愛文学賞」の運営サポート、泉鏡花研究を通じた地域活性化プロジェクト、地元文学館・図書館の支援活動などは

その一例です。金沢の文化・文学的土壌を最大限に活用し、教養と実践が融合した本専攻ならではのカリキュラムを展開しています。

古典から近現代の日本文学と日本語を学ぶ
　日本語学分野では、私たちがふだん何気なく使っている日本語のさまざ

まな表現や特徴について広く学びます。その上で、日本語史、社会言語学、

日本語教育学などを通じて日本語に関する知見を深め、さらに最新の日本

語研究の実際に触れて専門的な力を伸ばします。

　日本文学分野では、まず、文学の基礎的な知識を身に付け、さらに古典

から近現代におよぶ日本文学、児童文学、金沢の文学を学び、その上で日

本文学研究に必要な力を養い高い専門的知識を習得します。

ピック
アップ
研究室

日本語日本文学専攻 ３年

山本 侑輝さん 
石川県立七尾高校出身

日本語・日本文学の専門知識と
社会人の基礎力を身に付ける。
　日本文学専攻には日本語・日本文学の
専門科目のほか、社会人のスキルを身に付
ける授業もあります。専門の授業では日本語
の特徴や歴史を知ったり、日本文学をじっく
り味わったりします。初めて学ぶことが多くて、
とても面白いです。また「キャリアデザイン」の
授業では社会人の基礎力を身に付けます。
両タイプの授業を受けるのは大変ですが、
将来のために積極的に取り組んでいます。

先輩からのMESSAGE

文学部 文学科

日本文学専攻

日本語と日本文学を学び
社会で生きる能力を育む

創作を通じて、伝える力を伸ばす
　また、「創作入門」「創作実践」の授業を設け、小説や

詩など文学作品の創作や編集について学ぶとともに、

日本語を用いて伝える力を育みます。

　著述業やマスコミ業界はもちろん、あらゆる職種で

求められる日本語を読む・書く・話す・聞く能力を総合

的に高めながら、日本語の知識と技法、高いコミュニケ

ーション能力を備え、多方面で活躍できる人材を育成

します。

教員や学芸員、マスコミ業など幅広い将来の選択肢
　日本語を中心とした教養と技能、またそれを社会で生かすための実践力の習得が、幅広い業種・職種への就職につながっており、例

年高い就職実績を収めています。中学校教諭一種免許状（国語）・高等学校教諭一種免許状（国語）の取得が可能で、これまでに数多く

の卒業生を教壇へと送り出しています。

　その他にも学芸員や日本語教員、司書など多様な資格・免許を取得することができ、本学全体としての就職支援講座や教員および公

務員採用試験対策講座などと合わせ、将来の選択肢の幅広さ、夢に着実に近づける環境が、本専攻の特徴のひとつとなっています。

【取得可能な資格・検定】●中学校教諭一種免許状（国語） ●高等学校教諭一種免許状（国語） ●学芸員 ●日本語教員 ●司書

やま もと ゆう  き

卒論テーマ例
●『論語』の子路 ―孔子の遊説の旅からその人物像を探る―
●『徒然草』における友人論 ―第十二段と第百十七段の比較―
●太宰治『人間失格』論 ―「私」の再出発―
●谷崎潤一郎『痴人の愛』論 ―『痴人の愛』における「愛」の形―
●芥川龍之介『六の宮の姫君』論 ―『今昔物語』との比較からみる姫君の姿―

●荻原紀子『空色勾玉』『薄紅天女』論 ―二作に見られる二人の女の強さの秘密―
●佐藤さとる『名なしの童子』論 ―今こそエブリディ・マジック―
●小川未明童話に見られる様々な構図とその効果 ―『赤い蝋燭と人魚』を中心に―
●村岡花子訳『赤毛のアン』の魅力
●漫才はなぜ面白いのか ―その笑いの仕組みを探る―

日本語日本文学専攻3年
櫻井 雄介さん
石川県立小松高校出身

日本語日本文学専攻3年
中井 ひかるさん
富山県立滑川高校出身

日本語日本文学専攻２年
杉原 彩華さん
富山県立八尾高校出身

　芥川や乱歩、そして未明・賢治の童話まで。シャワーのように文
学の言葉を浴びて、今なお古びない表現の力(パワー)を体感しま
す。その力がどこから来るのか、ゼミでは講義やディスカッション
を通して探ります。作品を深く理解するために、創作も行います。

蔀研究室
しとみ

近現代の小説および児童文学研究
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実践的な環境で学ぶ英語と英米文学
　毎年数多くの外国人観光客が訪れ、また観光産業が大きく発展した国際的観光都市・金沢は、英語や英会話、英米文学と英米文化を

実践的に学ぶことができる環境です。英米文学専攻では、この優れた環境を生かして、責任のある立場で活躍できるビジネスパーソン

にふさわしい英語力・プレゼンテーション力を育みます。

　さらに、英語を使いこなせるだけではなく、言語習得、異文化交流、文学という複数の視点から英語を立体的に学ぶことのできるカリ

キュラムを構築し、グローバルに活躍する人材を国際的観光都市・金沢で育成します。

単に英語を学ぶのではなく、英語で学ぶ
　英米文学専攻の特徴の一つは、英語で開講している授業があることです。英語で

プレゼンテーションやディスカッションをするためには、まず自分の考えを持つこと

が必要になります。そのために、英語で行われる授業を通して、英語で学び、英語で

考える力を身に付けていきます。単に英語を学ぶことにとどまらず、これからのグロ

ーバル社会で必要とされる、自らの考えを国際的に発信する力を養成する。それが

英米文学専攻の学びです。

英語英米文学専攻 3年

髙藤 千暖さん 
石川県立鹿西高校出身

英語を学ぶということは
暗記をすることだけじゃない。
　私は大学に入学するまで、英語を学ぶと
いうのは暗記ばかりで面白くないものだと思
っていました。しかし、英語を学ぶというのは
暗記だけではないことを知りました。なぜ英
語はこんな文法を持っているのか、作者は
この表現で何を示したいのかなどの疑問を
考えることも英語を学ぶことなんです。自分
で考え抜いて1つの答えを出すのでとても面
白く、また自分の視野を広げることもできます。

先輩からのMESSAGE

文学部 文学科

英米文学専攻

グローバル社会で生かされる
英語力と教養を身に付ける

海外留学・語学研修制度、国際交流
　学園として半世紀にわたる国際交流の歴史を持つ本学は、夏期・

冬期の休暇を利用しオックスフォード大やハワイ大カピオラニ・コミ

ュニティカレッジで２～３週間にわたり集中的に英語を学ぶ語学研

修や６カ月～１年間提携校へ留学しながらも４年間での卒業が可能

な海外派遣留学制度をはじめ、海外インターンシップや国際交流ボ

ランティアなど、多彩な国際交流の取り組みを実施しています。

　また２０１４年４月に開設された国際交流センターが海外留学や

語学研修、海外インターンシップの支援などを行い、学生がグロー

バル人材として成長するための環境を整えています。

地域社会のグローバル化に対応。英語を武器にした就職
　企業の海外進出、観光関連業界やホスピタリティ産業の発展が著しい金沢においても、高い英語運用能力と教養を備えた人材への

期待はますます高まっています。

　英米文学専攻では、地域社会で進むグローバル化を背景に、例年高い就職実績を達成しており、その業種・職種も多岐にわたります。

　また、中学校教諭一種免許状（英語）、高等学校教諭一種免許状（英語）をはじめ、学芸員、日本語教員、司書など多彩な資格・免許取

得を目指すことができます。特に、この3年間では、現役・卒業生を合わせて９人が英語科の教員採用試験に合格しています。

【取得可能な資格・検定】●中学校教諭一種免許状（英語） ●高等学校教諭一種免許状（英語） ●学芸員 ●日本語教員 ●司書

たかふじ      ち はる

卒論テーマ例
●HeathcliffとCatherine Earnshawの相違点から読み解く『嵐が丘』の異質性
●Alice’s Adventures in Wonderland 『不思議の国のアリス』考
●『高慢と偏見』（Pride and Prejudice）から学ぶジェイン・オースティンの主張
●Arts and Crafts of Kaga and Noto Region: A Portfolio of Writing Styles
●『赤毛のアン』（Anne of Green Gables） ―アンに魅了される私たち―
●Issues in Education in Japan and the US

●早期英語教育の必要性について
●日本語母語話者の英語学習者が引き起こす項脱落の原因
●日本語母語話者の英語学習者による主語の習得と
　明示的指導・暗示的指導の効果
●前置詞On, In, Atの意味論

英語英米文学専攻３年
宇都宮 憂生さん
石川県立野々市明倫高校出身

英語英米文学専攻３年
赤池 祐哉さん
石川県立鹿西高校出身

英語英米文学専攻３年
武田 寛生さん
富山県立石動高校出身

英語英米文学専攻３年
大角 凪沙さん
福井・北陸高校出身

ピック
アップ
研究室

　近代の小説作品を中心に、英米のさまざまな文学作品を読み解
いていきます。登場人物の性格描写や物語の流れをつかみ、中心
となっているテーマについて互いに意見を交わすことで、作品に
表れている英米の人間観・社会観について理解を深めていきます。

工藤研究室

英米の文学作品にみる人間観
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歴史の舞台が僕らのキャンパス
　北信越の私立大学として唯一、歴史学を専門的に学べる歴史学専攻では、日本史、外国史、考古学、保存科学の幅広い分野を学ぶこ

とができます。歴史資料が多く残る金沢、さらにはキャンパス内に遺跡があるという恵まれた環境も生かし、古文書や遺物など「本物」の

史資料を用いた実習重視の学習を行います。

　歴史学の研究に必要な知識と技術を実践的に学んでいくため、特に教員や学芸員など歴史分野の職業においては、即戦力として活

躍できる力を身に付けることができます。

歴史学の４分野から専門を選んで学ぶ
　古代から近代までの日本史に関する広く深い理解力を養う「日本史」、主に西洋史の文

献・史料などの研究を通して外国の歴史と文化に対する多角的な理解力を養う「外国史」、

大学構内の発掘調査で考古学研究の基本を実践的に学ぶ「考古学」、最新科学による歴史

資料の分析・保存の実践的な方法と技術を学ぶ「保存科学」の４分野を学ぶことができます。

　１年次は各分野の基礎を網羅的に学び、２年次以降は選択した専門分野について深く探

究し、３年次のプレ卒業研究、４年次の卒業研究へと進んでいきます。

歴史学専攻 3年

山川 友理江さん 
福井県立金津高校出身

今後に生きる専門的な歴史の知識を
身に付けることができます。
　歴史学専攻では、古文書を読む、土器に
触れるなど、高校までとは違う実践的な学習
ができます。いろいろな分野の知識を得る中
で、歴史系の専門職である学芸員を目指す
ようになりました。現在は、保存科学の分野で、
災害にあった紙資料の救済方法について
研究を進めたいと思い勉強しています。先生
方のきめ細やかなサポートをいただきながら、
夢に向けて励んでいきたいと思います。

先輩からのMESSAGE

文学部 文学科

歴史学専攻

「本物」に触れられる環境で
知識と技術を実践的に学ぶ

教員や学芸員などの専門職や、多彩な職種への就職
　歴史学専攻では、中学校教諭一種免許状（社会）・高等学校教諭一種免許状（地理歴史）、学芸員、考古調査士、司書などの資格・免許

の取得が可能で、歴史に関する知識と技能を生かせる職業を目指すことができます。

　また史資料を解釈して歴史像を構築する学びは、歴史に関する教養とともに実社会で必要とされる分析力・思考力・課題解決力を養

うことにつながり、例年多くの学生が公務員をはじめとして、さまざまな企業・団体への就職を成し遂げています。

【取得可能な資格・検定】●中学校教諭一種免許状（社会） ●高等学校教諭一種免許状（地理歴史） ●学芸員 ●司書 ●考古調査士

やま かわ      ゆ     り      え

卒論テーマ例
●平安時代の婚姻儀礼に関する一考察 ―三日餅の検討を中心に―　　
●豊臣政権の「惣無事」政策と上杉景勝の動向　　　　　　　　　　
●中世後期イタリアの祝祭 ―メディチ家関与の祭りを中心に―　　　
●古代能登の祭祀の様相 ―邑知地溝帯出土の木製祭祀具の検討―　　
●石川県内の博物館における防虫対策の現状についての一考察

●今川仮名目録から見た戦国大名今川氏の特質
●松平春嶽の政治構想 ―『虎豹変革備考』を中心に―
●近代イギリスの教育の発展 ―初等教育の整備と教師の役割―
●福井市内遺跡出土古代ガラスの自然科学的研究
●金沢における歴史的な坂に関する眺望景観の特性分析

❶日本史を学ぶ
先人の足跡を訪ねて―伝統を知り、創造へつなげる―
日本史の文献・史料などの研究を通して、アジアとの関わりや
地域の視点も交え、古代から近代までの日本史に関する広く
深い理解力を養います。

❷外国史を学ぶ
歴史の視野を広げる―世界を知り、世界に触れる―
西洋史の文献・史料などの研究を通して、世界に向けた視野
で歴史を考える方法を学び、外国の歴史と文化に対する多角
的な理解力を養います。

❸考古学を学ぶ
秘められた過去への挑戦―地下に眠る歴史学―
大学構内の発掘調査で、考古学研究の基本を実践的に学びま
す。遺跡や遺物から地域の歴史を考察し、講義や演習を通して
環日本海世界とのつながりを学びます。

❹保存科学を学ぶ
過去から未来へ―歴史資料の保存と活用―
最新科学による歴史資料の分析・保存方法を学び、未来への継
承と現在における活用を考えるための実践的な力を養います。

■歴史学の４分野の学び

歴史学専攻２年
岡田 優希さん
新潟県立高田北城高校出身

歴史学専攻３年
工藤 僚祐さん
富山県立南砺福野高校出身

歴史学専攻３年
南出 実莉さん
石川県立野々市明倫高校出身

ピック
アップ
研究室

　それぞれに関心のある時代や国を選んでもらい、普段のゼミはそ
の発表とディスカッションが中心です。昨年は、学園祭で近世フラン
スの社会やヴェルサイユ宮殿に関するポスターを全員で作成したり、
西洋文化を体験するためにクリスマス会を行ったりもしました。

加来研究室

西洋（ヨーロッパ・アメリカ）の歴史

か    く
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豊かなコミュニケーションを学ぶ心理学
　人間とは一体何か、自分とは一体何者か。心理学とは、この疑問を解き明かすために人の心について科学的に理解を深めていく学問

です。また人間の心理を知ることは、人との関わり、コミュニケーションのあり方を学ぶことでもあります。

　心理学専攻では、人の心への理解、自分と他者との良好な関係を築く知識とスキルを身に付け、自らの人生を豊かにしていくことを目

指します。古くからおもてなしの文化を持つ金沢で、観光都市というフィールドも

活用しながら、心理学を通してホスピタリティを学びます。

心理学の４分野から専門を選んで学ぶ
　人の認知活動と学習活動の仕組みを解明していく「認知・学習心理学」、人間

の健やかな成長に必要なものを考える「発達心理学」、心理的な問題について

理解して解決や改善を目指す「臨床心理学」、日常の暮らしの中でとっている行

動について読み解く「社会心理学」の４分野を基礎から段階的に学んでいきます。

　１年次には心理学の各分野の学問的な基礎を学びます。２年次は実験や調査など研究の基本的な手法やレポート作成の技法につい

て学び、３年次のプレ卒業研究演習、４年次の卒業研究へと進み、自分の研究を究めます。

心理学専攻 3年

塚田 真琳さん 
新潟県立糸魚川高校出身

心理学を通して学べることが
たくさんあります。
　1年次の心理学概論は、私にとって学びのき
っかけでした。ネズミの行動の実験について学
ぶ学習心理学の講義では、机の上だけではな
いリアルな学問を体験し、とても興味深いもので
した。また、目に見えない「心」をさまざまな目線で
見る心理学を勉強することによって、社会に出て
からも役に立つ、物事をあらゆる視点から考える
力を身に付けることができます。

先輩からのMESSAGE

文学部 文学科

心理学専攻

「自分」と「社会」を幸せにする
こころと力を身に付ける

磨いたコミュニケーション力を生かした就職
　心理学の知識と技術を人生に役立てる方法を学ぶ心理学専攻では、特に観光関連産業やホスピタリティ産業など、人をもてなし、幸

せにする職業に最適な知識とスキルを身に付けることができます。そして、その豊かなコミュニケーション力は、多彩な業種・職種への就

職を目指すベースになります。

　また、認定心理士、社会調査士、司書、学芸員、日本語教員などの資格取得を目指すことができるほか、指定大学院への進学・修了を

経てカウンセラー（公認心理師・臨床心理士）になる道も用意されています。

【取得可能な資格・検定】●認定心理士（予定） ●社会調査士（予定） ●学芸員 ●司書 ●日本語教員

つか だ        ま    りん

卒論テーマ例
●女子学生の化粧への関心についての研究
●作業に及ぼす音の効果 ―リズムとテンポの観点から―
●「女子力」のイメージに関する研究 ―なぜ「女子力」という言葉が受け入れられているのか―
●事前の音楽聴取は意欲の向上にどう影響するか
●アルコールの害に関する知識と危険意識、飲酒状況の３つの関係について

●顔の内部特徴の再認記憶への検討
●大学内でひとりでいたくない気持ちに関する研究
●対連合学習を用いた、香りがもつ記憶への影響の検討
●ラバーハンド錯覚に関する研究
●高校生のLINE利用に関する心理学的研究

❶認知・学習心理学を学ぶ
―「感じる」・「考える」を科学する―
ふだん、私たちが特に意識することなく行っている、「見る」、
「聞く」、「覚える」といった活動をあらためて見直し、実験を通し
てこれらの活動の仕組みを解明します。

❷発達心理学を学ぶ
―誕生から死までの変化を科学する―
赤ちゃんがかわいらしい理由、赤ちゃんが生まれながらに備え
ている能力について学び、人間の健やかな発達には何が必要
なのかを考えます。

❸臨床心理学を学ぶ
―こころの健康を科学する―
心理的な問題について理解するとともに、心理的な問題で悩
む人に寄り添い、解決や改善を目指すための方法について学
びます。

❹社会心理学を学ぶ
―社会に生きる人間を科学する―
私たちはさまざまな人たちとのやり取りの中で生きています。
人間の考えや行動が、家族、友人、地域、文化といった社会か
らの影響も受けていることを学びます。

■心理学の４分野の学び

心理学専攻２年
小川 愛恵さん
石川県立羽咋高校出身

心理学専攻３年
鷲田 和樹さん
石川県立金沢泉丘高校（通信制）出身

心理学専攻３年
金谷 知華さん
石川県立七尾高校出身

ピック
アップ
研究室

　臨床心理学に関する研究を通して、人をより深く理解し、人を援助
するための方法を学びます。研究テーマは、家庭や学校、職場など、
人が生活するさまざまな場における、人間関係や心の健康などで、
学生が興味関心のある内容が研究テーマとなることも多いです。

森本研究室

臨床心理学に基づく生き方と生活の支援
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文学部
文学科

島田清次郎（しまだ・せいじろう）
１８９９―１９３０年。現在の石川県白山市
（旧美川町）で、回漕業の父常吉と母み
つの長男として生まれ、５歳で金沢へ移
住。２０歳で刊行した「地上」など４部作
がベストセラーになる。３０年に都内の
保養院で死去。９４年に旧美川町が島清
恋愛文学賞を制定。直木賞作家、渡辺
淳一氏（2014年死去）が第20回まで選
考委員長を務め、主な受賞作家には高
樹のぶ子さんや林真理子さんらがいる。

現代文学の最前線体験の
ユニークなゼミ
　「島清恋愛文学賞」は、大正期に活躍した
ベストセラー作家である島田清次郎を顕彰
するとともに、恋愛文学を盛り上げるため、
島田の出身地である旧美川町が１９９４（平
成６）年に創設し、２０１４（平成２６）年度から
は、本学がその運営を行っています。
　これまで、文壇で活躍している錚々たる
作家たちが、この賞を受賞してきました。今
年は、3月20日、石川県政記念しいのき迎賓
館で、第23回の贈呈式が行われました。
　大学が文学賞の運営を行うというのは、
他に例がありませんが、何よりもユニークな
のは、学生も作品の推薦委員に加われると
いうことです。文芸の創作に興味がある人
はもとより、編集、出版の道に進みたいとい
う学生は、「島清恋愛文学賞ゼミ」に参加す
ることで、作家や大手出版社の編集者から

直接、現代日本文学の最前線の話を聞くこ
とができます。

真剣勝負で鍛える
〈読解力〉と〈表現力〉
　参加学生は推薦委員として、候補作品の
中から、選考委員会（林真理子・藤田宜永・
村山由佳・秋山稔の各氏）にあげる三作品
を選ぶ作業をすることで、文学作品を〈読む
力〉・自分の考えを〈表現する力〉が格段に
アップします。自分たちの選んだ作品の中
から、授賞作が決定されるので、作品を読
む真剣さが、普段の何気ない読書と違うの
です。
　推薦委員会では教員や学外の委員との
議論が待っています。その作品がいい理
由、悪い理由を他の委員にもわかる言葉で
説明しなければなりません。ディベートは、
今日、さまざまな授業で取り入れられていま
すが、推薦委員会は架空のゲームではな

く、世代も経験も自分たちを上回る委員た
ちとのリアルな真剣勝負の場なのです。
　自分の中での〈読み〉はそれを〈表現〉す
ることで、明確になり、〈表現〉の中身は、真
剣な〈読み〉に支えられる、この〈読み〉と〈表
現〉の好循環が、読解力・表現力をともに高
めてくれます。さらに、候補として推薦され
たさまざまな作品を読むことで、今まで、読
む機会がなかった作家の作品に触れて、読
書の世界が広がります。

人気の〈創作ワークショップ〉
　本学が運営を行い、学生が推薦委員に
加わるようになってから、「島清恋愛文学賞
に新しい風が吹いて来た」と、文学関係者
から注目されています。若い人の新鮮な視
点が加わったことによって、恋愛小説のイメ
ージが変わりつつあるようです。
　「島清恋愛文学賞」は、単なる地方の文学
賞ではなく、今の文学界の中心に、自分た

ちの思いを直接問いかけることができる、
強力なメディアでもあるのです。
　「島清恋愛文学賞」は、現代日本文学をリ
アルに学ぶ場であるとともに、現代日本文
学を盛り上げる、文学に貢献する場でもあ
ります。一人一人が、現代日本文学を引っ張
っていくプレーヤーなのだという実感が湧
いてきます。
　前回から〈創作ワークショップ〉も開催し
ています。(株)文藝春秋で長年、文芸の編
集者として活躍した羽鳥好之氏に、学生が
書いた作品の良い点、改良すべき点を丁寧
に解説してもらっています。〈創作ワークシ
ョップ〉編集者から直接指導を受けることが
できる貴重な機会なので、このためにゼミ
に入ったという人も少なくありません。今後
もさまざまな工夫、企画を立案していきたい
と思っています。

第23回
　　　
第22回
第21回
第20回
　　　
第19回
第18回
第17回
第16回
第15回
第14回
第13回
第12回
第11回
第10回
第 9 回　
第 8 回
第 7 回
第 6 回
第 5 回
第 4 回
第 3 回　
第 2 回
第 1 回

乙川優三郎
山崎ナオコーラ
吉村萬壱
島本理生
林 真理子
千早　茜
桜木紫乃
あさのあつこ
桐野夏生
村山由佳
阿川佐和子
江國香織
石田衣良
小手鞠るい
井上荒野
谷村志穂
岩井志麻子　
藤堂志津子
阿久　悠
藤田宜永
小池真理子
野沢　尚
坂東眞砂子　
山本道子
高樹のぶ子

『ロゴスの市』
『美しい距離』
『臣女』（徳間書店）
『Red』
『アスクレピオスの愛人』
『あとかた』（同時受賞）
『ラブレス』
『たまゆら』
『ナニカアル』
『ダブル・ファンタジー』
『婚約のあとで』
『がらくた』
『眠れぬ真珠』
『欲しいのは、あなただけ』
『潤一』
『海猫』
『自由戀愛』　
『ソング・オブ・サンデー』
『詩小説』
『求愛』
『欲望』
『恋愛時代』
『桜雨』　
『瑠璃唐草』
『蔦燃』

歴代受賞者・受賞作品

郷土ゆかりの「島清恋愛文学賞」を継承
文学部ゼミ学生が選考、候補を３作に絞る

❶第23回島清恋愛文学賞贈呈式後のパーティーで、受賞者の山崎ナオコーラさん（中央左）と選考
委員の藤田宜永さん（同右）から創作秘話を聞く学生たち＝2017年3月、金沢市のしいのき迎賓館 
❷学内での推薦委員会で意見を交わす学生たち＝2016年12月、金沢学院大学 ❸贈呈式に先立ち
開催された「創作ワークショップ」＝2017年3月、しいのき迎賓館 ❹選考委員会に臨む４人。（手前右
から）村山由佳さん、藤田宜永さん、林真理子さんと秋山稔学長＝2017年２月、東京都内のホテル 
❺第21回島清恋愛文学賞を贈呈される島本理生さん（右）＝2015年3月、しいのき迎賓館

❶

❷ ❸

❹ ❺
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文学部
文学科

|研 |究 |者 |た |ち |

母語獲得と第二言語獲得の違いを
科学的に探求し、言語獲得の本質に迫る
　私の専門は「言語学（特に、言語獲得）」です。ヒトという種は、先天的な障がいがない限り、誰でも何

の苦労もなく母語（生後最初に獲得する言語、日本では多くの場合日本語）を獲得してしまうという驚くべ

き能力を備えています。一方、母語以外の言語（第二言語、日本では多くの場合英語）を学校で学ぶ場

合は、母語獲得のように簡単にはいきませんし、成功しない場合がほとんどです。なぜ母語獲得と第二言

語獲得はこれ程までに異なるのでしょうか。この問題が私の研究テーマです。

　現在は、母語獲得と第二言語獲得のメカニズムの解明を目指して、英語と日本語を中心に扱いなが

らさまざまな科学的手法を用いて研究を行っています。例えば、子どもや英語学習者を対象に言語に関

する実験を行い、データを取る手法は、心理学と密接に関わっています。また、言語を使用している間の

脳活動を、脳波計やMRIといった機器を使って調べる手法は、脳科学とも密接に関わっています。このよ

うに、言語学は、さまざまな研究分野が交じり合い、協力し合って、人間言語のメカニズムの解明を目指

すとても刺激的な研究分野です。みなさんもこの大学で言語の不思議について一緒に考えてみませんか。

大滝 宏一 准教授

【学位】Ph.D.in Linguistics(University of Connecticut)  【専門分野】英語学、言語学、言語心理学  【研究内容】人間言語の普遍性とその獲得過程の研究

多彩な言語表現の世界を渉猟して、ことばのスキルを磨く
　性別や年齢、職業などによって言葉づかいが違うのはなぜだろう。私が日本語研究の扉をたたいたの

は、こういったことばのバリエーションへの興味がきっかけでした。以来、文献資料を中心にことばのバリエ

ーションの観察を続けています。

　私たちはことばを使う際、相手や場面、自分の立場をふまえてその時々にふさわしい（あるいはふさわしい

とされる）表現を選びます。また、自らの意図をより効果的に表現するために修辞技法―ことばに装飾を加

えること―を施したりします。例えば、明治時代の書生が会話で多用したと言われている漢語や外国語、

「～たまえ」のような尊大な表現は、エリートらしさを演出するためのことばの装飾であったといえましょう。

　私たちの周囲は、さまざまな言語表現で満ちあふれています。それらに凝らされた表現者渾身の、多彩

な技を丹念に解き明かし、味わいつくすことは、表現者のことばとの闘いを追体験し、その結果を見届けると

いうことでもあります。そしてそれは、私たちのことばのスキルを磨きあげることにもつながっていくと思うのです。

　一緒に多彩な言語表現の世界を渉猟していきましょう。

寺田 智美 准教授

【学位】修士〈教育学〉（早稲田大学）  【専門分野】日本語学、日本語教育学  【研究内容】国語（日本語）力向上のための研究、日本の言語文化研究

【学位】
文学修士（金沢大学）
【専門分野】
日本文学
【研究内容】
上代から中世までの日本漢文
学の研究など

柳澤 良一 教授　

【学位】
教育学修士（新潟大学）
【専門分野】
教育学
【研究内容】
デューイ教育思想と日本での
受容、子ども哲学

米澤 正雄 教授

【学位】
博士〈文学〉
（慶應義塾大学）
【専門分野】
日本文学

【研究内容】泉鏡花・徳田秋声の文学の文
学史的再検討

秋山　稔 
教授

【学位】
文学修士
（金沢大学）
【専門分野】
日本文学

【研究内容】大正期の散文作品を中心とし
た新しい＜読み＞の研究

水洞 幸夫 
教授

【学位】
文学修士
（早稲田大学）
【専門分野】
日本中世
古文書学

【研究内容】室町戦国期の政治構造・中近
世の武家社会

石崎 建治 
教授

【学位】
文学士
（同志社大学）
【専門分野】
東北アジア考古学

【研究内容】東北アジアにおける地域社会
の形成史と交流史

小嶋 芳孝 
教授

【学位】
修士〈文学〉（お茶の水女子大学）
【専門分野】
大正文学(宇野浩二)、児童文学
【研究内容】
大正文学、児童文学、金沢の
文学

蔀　際子 准教授

【学位】
修士〈文学〉（東京大学）
【専門分野】
日本文学
【研究内容】
日本近代文学、二葉亭四迷な
どの明治文学

寺田 達也 准教授

【学位】
博士〈学校教育学〉（兵庫教育大学）
【専門分野】
教育学
【研究内容】
教員養成、教師教育、参与型
の質的調査

小林 淳一 准教授

【学位】
博士〈教育学〉（慶應義塾大学）
【専門分野】
発達心理学、教育心理学、行動遺伝学
【研究内容】
対人関係能力の発達および
精神的健康について

前川 浩子 准教授

【学位】
修士〈教育学〉(上智大学)
【専門分野】
教育人間学、幼児教育思想
【研究内容】幼児期から児童期
にかけての子どもと幼年童話
の教育人間学的価値について

米川 泉子 准教授

【学位】
文学士（奈良大学）
【専門分野】
保存科学
【研究内容】
自然科学的手法を用いた文
化財の材質・技法の研究など

中村 晋也 准教授

【学位】
博士〈文学〉（金沢大学）
【専門分野】
学習心理学、認知心理学、動物心理学
【研究内容】
心理学統計法、実験行動心理
学など

中﨑 崇志 准教授

【学位】
博士〈学術〉（名古屋大学）
【専門分野】
第二言語習得、応用言語学
【研究内容】
第二言語文処理についての
研究など

坂東 貴夫 講師

【学位】
博士〈文学〉（奈良女子大学）
【専門分野】
西洋史
【研究内容】
中近世南ネーデルラント（ベ
ルギー）の政治外交史

加来 奈奈 講師

【学位】
修士〈教育学〉（東京学芸大学）
【専門分野】
美術教育学
【研究内容】
造形を中心とした子どもの多
様な表現活動

南雲 まき 講師

【学位】
博士〈文学〉（早稲田大学）
【専門分野】社会心理学、心理
統計学、発達心理学
【研究内容】
青少年の発達に関する繰り返
し測定データの分析

室橋 弘人 講師

【学位】
修士〈文学〉（慶應義塾大学） 
修士〈MA in Medieval Literatures〉
（University of York）
【専門分野】中世英文学
【研究内容】
15世紀英語教訓文学の隆盛
を支えた社会階層

工藤 義信 講師

【学位】
Ph.D. in Humanities
（University of San Jose）
【専門分野】
人文学
【研究内容】
異文化間コミュニケーション、
現代英語研究など

Richard Grassi 講師

【学位】
博士〈心理学〉（立正大学）
【専門分野】
心理学
【研究内容】
「強み」を活かした心理学的
介入法の研究など

森本 哲介 講師
【学位】
博士〈文学〉（オックスフォード大学）
【専門分野】
英文学
【研究内容】
王政復古期と１８世紀イギリ
ス文学・演劇

Riki Miyoshi 講師

【学位】
博士〈学術〉（金沢大学）
【専門分野】
都市計画
【研究内容】
歴史的文脈を背景とした都市
環境整備計画

馬場先 恵子 教授

【学位】
博士〈歴史学〉（國學院大学）
【専門分野】
日本近世史
【研究内容】
近世初期北陸政治史の研究
など

見瀬 和雄 教授

【学位】
博士（学校教育学）
（兵庫教育大学）
【専門分野】
国際理解教育、対話論
【研究内容】
グローバル時代の対話型授業

多田 孝志 教授

【学位】
文学修士（名古屋大学）
【専門分野】
言語学
【研究内容】
言語形式に反映される意味
特徴

中島 彰史 教授
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「芸術マインド」が就職に結びつく
　芸術全般の基礎表現を学んだ上で、絵画・造形・デザイン・映像・メディアの５つの分

野の知識と技術を柔軟に修得することで、実践的な職業教育を展開していきます。

　基礎力と応用力を兼ね備え、緻密に、自由に「描く」「造る」「表現する」といった「芸術

マインド」が、実社会のさまざまな分野で活躍できる力となります。

絵画専攻
日本画、洋画、イラストレーションなど多様な絵画表現を学びます。基礎的な造形力や思考力を養
い、次世代を担う表現者を目指します。

造形専攻
陶芸、漆芸に加え、空間デザインなど現代に生きる作品づくりを学びます。アイデアから作品を完
成させるまでのプロセスを通して、創造的な行動力や実行力を身に付けます。

デザイン専攻
ビジュアルデザインに必要な表現力とコンセプト構築力を培い、課題制作を通して、高い創造性
と感性、効果的プレゼン能力を身に付けます。

芸術学部 芸術学科

５つの表現領域が生み出す
実践的な職業教育

映像専攻
映画、CM、PV、アニメなどの制作テクニックと総合的な企画力と映像制作能力を身に付けます。
地域の要望を受け、PR動画の制作協力など学外活動などにも挑戦します。

メディア専攻
Web、ゲーム、スマホアプリなど、芸術の視点からIT技術の応用を学びます。日々進化するデジタ
ル表現と最新の表現方法やスキルを身に付けます。

芸術学科2年
小野寺 結さん
小松市立高校出身

メディアデザイン学科
 (現・芸術学科)4年
高宮　茜さん
富山県立富山北部高校出身
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芸術学部
芸術学科

幅広い表現領域の知識と技術を学ぶ
　芸術学部芸術学科では、デザイン、絵画・立体造形、イラ

ストレーション、映像、写真、ボーカロイドなど「人間の幅広

い表現行為」を大きく５つの領域から学んでいきます。日

本画・洋画・イラストレーションを学ぶ「絵画」、漆芸・陶芸

の技法に加え空間デザインまでを学ぶ「造形」、グラフィッ

クデザインを中心にデザインの表現力・技法からコンピュ

ータでの制作スキルまでを学ぶ「デザイン」、実写・アニメ

ーション・３DCGなどの映像制作・編集技術を学ぶ「映像」、

ウェブデザインやゲーム、プロジェクションマッピングにつ

いて学ぶ「メディア」の５つの分野について、基礎から応用

まで社会で生かせる実践的な知識と技術を養成します。

　また学んだことを生かし、実際に地域社会や企業と連携

して課題解決に取り組むプロジェクトも展開しており、課

題発見・解決力やプレゼンテーション力、チーム制作に必

要な協調性などの力も伸ばします。

1年次に5分野の基礎学び、2年次から各専攻へ
　各表現領域のエッセンスを広く体験し、学生一人一人が柔軟に学びを選択できるようにカリキュラムを整えています。１年次にはす

べての学生が絵画、造形、デザイン、映像、メディアの５分野の基礎を学び、２年次以降は将来の目標や興味・関心に従って選ん

だ専門分野を深く学んでいきます。

　このカリキュラムによって、芸術と

表現についての幅広い視野と基礎的

な知識・技術を身に付けられること

はもちろん、「自分の専門分野に他

分野で得た知識や技術を生かす」、

「新しい分野の発見を機に進路を変

更する」など、柔軟な学びと表現の

スタイルを実現します。幅広い知識

と技術を修得して教員を目指す、特

定の分野を究めて作家やクリエー

ターになる、デザイン思考や発想力

を身に付けて企業で活躍するなど、

将来の選択肢は多岐にわたります。

【取得可能な資格・検定】
●中学校教諭一種免許状（美術） ●高等学校教諭一種免許状（美術・工芸） ●学芸員 ●基本情報技術者試験 ●ITパスポート
●CGクリエイター検定 ●webデザイナー検定 ●マルチメディア検定 ●色彩検定　など

　金沢学院大学の芸術学部は、他の美術系大学にない学修

システムを取り入れており、絵画、造形、デザイン、映像、メデ

ィアの５分野を広く学ぶことにより豊かな感性と広い視野を

持った人間に成長できることが魅力です。

　近年、グローバル化やICTの進展に伴い、新しい職業や業

務スタイルが日々生まれています。芸術の特定の技能を磨く

ことも必要ですが、広い表現方法や知識、多様な価値観や考

え方を身に付けることが現代社会を生き抜く上で必要です。

一年次の前期で全分野を一通り経験します。例えば、絵画を

学ぼうと思って入学したけれどデザインの面白さに気付いた

学生もいれば、学びたい分野を十分絞りきれていない状態

で入学してきた学生も、この半年間で自分の将来の方向性

を見つけることが出来ます。以後、自分の学びたい分野を深

めていきます。また、複数の分野の授業を履修できるので複

合的な表現に挑戦することが可能です。これまで入学してき

た学生達も、自身の新たな可能性を発見しています。

　また、強力な卒業生のネットワークも魅力の一つで、就職

活動の時期になると、卒業生から「こんな学生が欲しい」とい

った求人リクエストが芸術学部に直接届きます。それゆえに、

高い就職率を維持しています。

芸術学部長

飯田 栄治 教授

実践的なカリキュラムで

社会が求める即戦力の

クリエイターを育てます

学部長が語る
本学部の魅力
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芸術学部
芸術学科

芸術学科 2年  山口 竣輔さん　石川県立鹿西高校出身

は美術教員になりたい夢を持っています。中学生の時に受

けた美術の授業が毎回魅力的だったのがきっかけです。

金沢学院大学の芸術学部は、芸術の面白さを実際に経験しつつ、

目標達成に向かって努力できるカリキュラムがあります。また作家とし

ても経験豊富な先生方がいる事を知り、この大学に進学しようと決意

しました。私は絵画を専攻しています。2年次に洋画、日本画の２分

野を両方学び経験することで、自分の興味、適正を十分に理解し、

それぞれの道に進む事ができます。技法の違いや面白さを学ぶこと

ができるので、自分の進みたい分野をじっくり考え、とことん挑戦できる

環境が整っています。

　現在、教員免許取得のため、教職に関する講義を受講するのは

もちろん、学内にある教職センターに所属し、実際の教員採用試験

の過去問を解き、問題に触れることで教員採用への意識を高めてい

ます。問題の傾向や範囲など自分に足りない知識がある事を自覚し、

勉強を進める事ができます。先生と学生の距離が近いので、どんなに

小さな悩みごとでも気軽に相談でき、親身に対応してもらえます。

　また、地域と連携したボランティア活動なども多く行われるので、積

極的に参加することで勉強面以外でも自分を成長させることができる

所も魅力的です。

芸術学部 芸術学科 カリキュラム

教養科目

外国語科目

分野共通

デザイン
専攻

卒論テーマ例
●舞台美術から見る舞台「笑の大学」の魅力
●卵殻技法で用いる素材片による表現の相違について
●文学作品における作者と読者のイメージ、その乖離と共有
●祭りへの思いの継承と文化的価値の認識による木曽町活性化に向けて

●アニメ作品～著作権と盗作問題～
●ウォールステッカーのデザイン
●蒔絵箱 金魚の庭
●インテリア雑貨の制作研究

●VFX・SFXを用いたショートムービー
●映像を使った和空間インスタレーション

専
門
科
目

メディア
専攻

映像専攻

１年次 2年次 3年次 4年次

●学修基礎Ⅰ・Ⅱ(プレゼミ)
●スポーツ科学
●コンピュータ基礎演習Ⅰ・Ⅱ
●キャリアデザイン基礎
●金沢まち学
●金沢まち学特講
●経済学の基礎
●法学（日本国憲法）
●心理学の基礎
●メディア学入門
●社会学Ⅰ・Ⅱ
●哲学Ⅰ・Ⅱ
●就業体験（インターンシップ等）

●英語Ⅰ・Ⅱ

●視覚伝達論
●マルチメディア演習
●ビジュアルデザイン
●デザイン演習Ⅰ・Ⅱ
●広告メディア論

●ＣＧ活用演習
●サウンドメディア
●ゲームデザイン
●ウェブ活用演習Ⅰ・Ⅱ
●ウェブ応用演習Ⅰ・Ⅱ

●映像制作Ⅰ
●映像表現
●映像論
●シナリオ論
●アニメーション演習Ⅰ（実写・クレイ）

●デザイン演習Ⅲ
●デザインマネジメントⅠ・Ⅱ
●ＤＴＰデザイン
●生活デザイン

●ＣＧ応用演習
●メディアコンテンツ制作論

●映像制作Ⅱ
●アニメーション演習Ⅱ（２ＤＣＧ）
●ポストプロダクション
●ＣＭ製作
●アニメーション演習Ⅲ（３ＤＣＧ）

絵画専攻 ●絵画Ⅰ・Ⅱ
●絵画表現法Ⅰ・Ⅱ

●絵画Ⅲ・Ⅳ
●絵画表現法Ⅲ・Ⅳ

●美術と社会
●美術特論
●卒業制作・研究Ⅱ

●芸術表現基礎
●絵画工芸基礎
●美術概論
●工芸史
●工芸概論
●日本美術史
●東洋美術史
●日本美術特論
●図学
●基礎造形論Ⅰ・Ⅱ
●デザイン概論Ⅰ・Ⅱ
●メディアデザイン論
●デザイン基礎
●映像基礎
●ＣＧ実習
●メディア基礎
●ウェブデザインⅠ

●絵画実習

造形専攻

●工芸Ⅰ・Ⅱ
●工芸表現法Ⅰ・Ⅱ
●彫刻基礎
●彫刻表現
●版画基礎

●工芸Ⅲ
●工芸表現法Ⅲ・Ⅳ
●版画表現
●複合表現演習Ⅰ・Ⅱ

●工芸Ⅳ●工芸実習

●学修基礎Ⅲ・Ⅳ（教養ゼミ）
●地域課題研究
●プレゼンテーション基礎

●英語資格対策講座Ⅰ・Ⅱ
●English PresentationⅠ・Ⅱ
●フランス語Ⅰ・Ⅱ
●ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
●中国語Ⅰ・Ⅱ

●デッサン
●人体と美術
●西洋美術史
●東洋美術特論
●西洋美術特論
●美術文化交流史
●文化財入門Ⅰ・Ⅱ
●マルチメディア論
●工学デザイン
●ウェブデザインⅡ
●ウェブデザイン演習
●色彩学

●就職基礎講座
●就職対策講座
●地域企業研究
●プレゼンテーション活用
●知的所有権論

●近現代美術史
●都市と芸術
●自然造形論
●素材科学
●美術材料学
●卒業制作・研究Ⅰ

芸
術
に
関
す
る
知
識
を
基
礎
か
ら
発
展
ま
で

幅
広
く
丁
寧
に
学
べ
る
教
育
体
制
と
、

美
術
教
員
の
専
門
的
知
識
が
学
べ
る
講
義
が
魅
力
的
で
す
。

Q&A

05学生インタビュー
F i l e

芸術の才能がないと、芸術学部には入学しない方
がよいでしょうか？

好きな絵画、好きなデザイン、好きな映画、好きな作家など何ら
かの興味があれば問題ありません。芸術学部はあなたの才能を
見つけ伸ばします。

２年次から分かれる５専攻のうち、どの専攻に進め
ばよいか、まだ決めかねています。

１年次の必修科目である芸術表現基礎は、全専攻のエッセンス
を体験できる授業です。他にもいろいろな授業を通して、入学後
に自分の適性を把握し、進むべきコースを決めてもよいでしょう。
複数の専攻の授業を同時に受講することも可能です。

教員免許は取得可能ですか？

通常の授業に加え、課外の教職課程の科目を履修すること、そ
の他、教育実習を経ることで教員免許を取得することが出来ま
す。勉強する科目数は増えますが、前向きに努力すれば教員免
許の取得は可能です。

Q

A

Q

A

Q
A

絵画に興味はありますが、これまで絵画教室にも通
っていません。卒業はできますか？

これまで専門的な実技指導を受けていなくても、入学後に、デッ
サンなど絵画に必要な能力や技法をマンツーマンで教育指導し
ます。充実した教育体制のもと創作活動に没頭することができ
ます。

絵画だけでなく、デザイン、メディアも専門的に学
ぶことはできますか？

芸術学部は複数の専攻の授業を同時に受講できます。従って、
絵画を専攻しながら、同時にデザインやメディアなど他の専攻
の授業を受講することが可能です。

就職が心配です。どんな気構えが必要ですか？

クリエイティブ分野の就職にはポートフォリオ（作品集）が重要
です。どんどん作品づくりをして、自己アピールしていきましょう。
就職率はここ数年、連続で100%の実績を残しています。卒業生
の半数以上がデザイン、広告、映像、印刷、Webデザイン、IT企業
などの企業に就職しています。芸術学部では、首都圏の企業見
学ツアーなど、就職に対する意識向上イベントも実施しています。

Q

A

Q

A

Q
A

やま ぐち しゅんすけ

私
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ピック
アップ
研究室

美術学科(現・芸術学科) ３年

小幡 夕姫さん 新潟県立小千谷高校出身

初めて出品した現代美術展で
入選する事ができました。
　洋画専攻では油絵の道具の使い方、描き
方の基礎をある程度理解したら、あとは自分
の好きなように作品を作ることができます。自主
制作用の部屋が専攻別にあり、学校の課題
以外の作品を自由に作ることができます。初め
て公募展に出品した現代美術展で入選する
事ができたので、今は他の公募展にもテーマ
に沿った作品を考えていて、入選、入賞を目
標に楽しみながら制作しています。

先輩からのMESSAGE

芸術学部 芸術学科

絵画専攻
原点を大切にしながら表現の可能性広げる
　表現の多様化が進む今日、絵画の世界でも既存の分野を横断する斬新な様式に対応できる力が求められ、その一方で価値観が大き

く変化する中で、安定した基礎的な造形力や思考力がより一層重要さを増しています。

　原点を大切にしながら、新しい領域へと誘う表現の可能性を広げるために、豊富な分野選択ときめ細かい個別指導を通して、次世代

を担う表現者、そして社会に対し自分を発信できる力を持った人材の育成を目指します。

観察、発想、描写力を養成
表現力の応用で強く発信
　表現にはしっかりとした基礎力が必要です。絵画専攻

ではまず、対象を的確にとらえる「観察力」、絵画的な見方

や考え方につながる「発想力」の理解と、感受したものを

再現できる「描写力」の養成を通して制作に必要な技術

の習得を目指します。

　次に、画材や素材・造形技術の理解に取り組み、知識

や理解を深めることによる表現意識の形成へと向かいま

す。これら造形的経験の積み重ねにより制作の主題や方

向性を明らかにしていき、３年・４年次は卒業制作につな

がる着想の試行と実践を行います。

　こうしてそれぞれが制作に取り組む中で主体性を身に

付け、表現力の応用で社会に対して自身を強く発信でき

る人間力を持った人材の育成を目指します。

お  ばた　ゆう    き
芸術学科 2年

辻　摩穂さん 石川県立金沢錦丘高校出身

基本的な事から学ぶことができるので
制作意欲がどんどん湧いてきます。
　普通科の高校を卒業して、大学から造形を学び始
めました。何もわからず不安でしたが、粘土の種類、土
の練り方など基本的な事から学ぶことがで
きるので、すぐに技術を身に付けることができ
ました。初めて自分の作品が完成した時の
感動は今も忘れません。自分のやりたい事
が学べるので主体的に勉強に打ち込む事
ができるようになりました。もっと良い作品を
作りたいという意欲がどんどん湧いてくる素
晴らしい環境だと思います。

先輩からのMESSAGE

芸術学部 芸術学科

造形専攻
実践的な作品制作を通じて二次元、三次元の表現学ぶ
　造形専攻では、「陶芸」「漆

芸」を中心に「彫刻基礎」「彫刻

表現」「複合表現演習Ⅰ、Ⅱ」など、

立体造形の基礎知識から実践

的な作品制作を通して、技術の

習得と表現力をしっかりと身に

付けていきます。１年次の芸術

表現基礎の授業では、三次元

のモノを二次元で表現すること

と二次元の展開図を作成し三

次元に仕上げることを繰り返し、

基本的な立体造形の考え方を

学びます。

モノの立体的把握が肝要、即戦力となる人材を育成
　立体造形を学ぶことは、他のすべての分野の基礎的な力になります。１年次の芸術表現基礎の授業は５専攻に及び、縦横かつ横断的

な学びの環境の中で、モノを立体的に把握する力を身に付けます。これにより、価値観の多様化する現代社会で柔軟に対応することが

可能となり、即戦力となる人材の育成が図られるのです。

　アイデアから作品を完成させるまでには膨大なプロセスがあり、一からモノを創り出すのは大変です。その一連の行為を日常的に積

み重ねて体験することで、今を生きる社会人に最も要求されている行動力や実行力が備わっていくのです。

つじ　　　 ま　 ほ

芸術学科１年
木村 広夢さん
石川県立松任高校出身

芸術学科１年
川嶋 唯里さん
石川・鵬学園高校出身

芸術学科１年
伴　愛恵さん
石川県立金沢辰巳丘高校出身

　創作の基本となる、「観察」から「発想」へと展開する造形的な見
方や考え方を身に付け、初歩的な描画材料を通して着想を具体的
な形にするための描画・造形能力の習得を目指し、表現への意識
を高める基本課題に取り組みます。

平木研究室

発想の理解と描写力の養成による表現意識の形成

ピック
アップ
研究室

　造形専攻では、工芸素材を主とした制作を行い、素材としての可
能性を追求するとともに、造形制作を通した自己表現を目指しま
す。手と道具との関わりや、人とモノとの関わりを見つめ、そこから
生まれる形を追求し、今に息づくものづくりを考えます。

村谷研究室

造形制作を通し、今に息づくものづくりを目指します

芸術学科１年
大戸 日菜乃さん
石川県立工業高校出身
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メディアデザイン学科(現・芸術学科) 3年

宮下 優花さん 
石川県立小松明峰高校出身

地域と連携してプロジェクトを進め
自分の技術や能力を
高めることができます。
　Photoshopやillustratorの使い方を基
礎から教えてもらえるので「デザインなんてや
ったことない」と言う人でも安心して学ぶ事
ができます。また、地域と連携してプロジェク
トを進めたり展覧会に出品することもでき、自
分の技術や能力を意欲的に高めることがで
きます。将来は学んだデザインを生かせる
仕事に就きたいと考えています。

先輩からのMESSAGE

みや した　 ゆう か

芸術学部 芸術学科

デザイン専攻
高い構想力と表現力、効果的なプレゼン能力も培う
　デザインは、単に表層の色やカタチを表現す

るものではありません。デザインには「設計」と

いう意味もあり、目的に対して良いカタチでか

なえるための「計画」をも意味しています。ある

問題を解決するために思考や概念を構築し、さ

まざまなメディアにふさわしいカタチで表現す

ることが近年ますます求められています。

　デザイン専攻のカリキュラムでは、現代社会

の諸相を考察する高い構想力を持ち、鋭い感

性と高度な表現力を身に付けるとともに、効果

的なプレゼンテーション能力を併せ持つクリエ
ーターの育成を目指しています。

グラフィックデザインの課題制作を通じて学びを深める
　デザイン専攻では、視覚を通して情報を伝達する「ビジュアルデザイン」を中心に学びます。色彩やタイポグラフィーの基礎知識、イラ

ストレーション、ロゴマーク、サインデザイン、ポスターやパンフレットなどの広告デザイン、雑誌や絵本などの編集デザイン、商品のパッ

ケージデザインなど幅広い領域を学習します。

　授業は「色彩学」「デザイン概論」「デザインマネジメント」などの講義系と、「デザイン基礎」「デザイン演習」「ビジュアルデザイン」など

の実習系から構成されています。

　１年次は、デザインの表現力や技法、コンピュータによる制作スキルの習得などの基礎学習を中心に、２年次以降は、デザイン概念の

構築方法とそれを具現化するまでの実際の制作プロセスについて課題制作を通して学びを深めていきます。課題の成果は、プレゼンテ

ーションによって共有し、コミュニケーション能力と共に客観性を養います。

児島 新太郎 准教授
金沢美術工芸大学  大学院修了
【所属学会】日展準会員、光風会評議員

『現代美術展』に挑戦する学生たちを支える

伝統と新しい価値
　表現の多様化が進む今日、絵画の世界でも既存の分野
を横断する斬新な様式に対応できる力が求められていま
す。一方では価値観が大きく変化する中で、安定した基礎
的な造形力や思考力はより一層重要さを増しています。原
点を大切にしながら、新しい領域へと誘う表現の可能性を
広げるために、学生には伝統と革新を実際の形で学修する
機会を積極的に作るよう勧めています。
　その方法のひとつとして、美術工芸を志す若者の登竜門
となる公募展があります。学内で研鑽を積んだ作品を世に
問うための、高い水準を持つ美術公募は県内外を問わず
数多くありますが、中でも石川県の現代美術展は昭和20年
10月に第1回展が開催されて以来、70年以上の歴史を持つ
展覧会としてこれまでも多くの実力作家を生み出し、今な
お所属会派を超えて、日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真の
6部門から毎年多くの意欲作が一堂に展示されます。学生
が応募出品を通して長い歴史の中で受け継がれてきた精
神性や無形の技術に触れることにより、発想に応じた精度
の高い描画・造形を直接に理解できることや、近代美術そ
のものとも言える時流の中で、美術工芸に高い関心を持つ
石川県民を今もなお魅了し続ける表現を体感できることな
どが、次代を担う人達にとって、学びの中で柔軟性を持った
全く新しい価値を生み出していくことのできる場として大
変貴重だと感じています。

表現力は人間力
　もちろんこうしたものに挑戦するためには、応募の基準
を満たすためのしっかりとした基礎力が必要です。絵画コ
ースでは１年次に対象を的確にとらえる「観察力」、絵画的

な見方や考え方につながる「発想力」の理解と、感受したも
のを再現できる「描写力」の養成を通して制作に必要な技
術の習得を目指します。２年次からは画材や素材・造形技
術の理解に取り組み、知識や理解を深めることによる表現
意識の形成へと向かいます。これら造形的経験の積み重ね
により制作の主題や方向性を明らかにしていく中で、３年・
４年次は公募展での入選や受賞を目標に、また卒業制作や
大学院受験につながる着想の試行と実践を行います。この
ようにそれぞれが制作に取り組む中で主体性を身に付け、
美術分野だけでなく表現力の応用で社会に対して自身を
強く発信できる、人間力を持った人材の育成を目指します。

芸術学部 芸術学科

芸術学科１年
宮本 莉穂さん
石川県立金沢辰巳丘高校出身

芸術学科１年
大崎 明音さん
石川県立寺井高校出身

芸術学科１年
大塚　暁さん
群馬・高崎商科大学附属高校出身

ピック
アップ
研究室

　豊かな発想力、幅広い表現力を身に付けたいと願う学生が集う
研究室です。写真、イラスト、キャッチコピーの作成など、それぞれ
が自分の得意な分野を生かして活動をしています。また勉強以外
にも、ゼミ旅行やイベントなど、楽しいことが盛りだくさんです。

棒田研究室

モットーは人が喜び、楽しめるデザイン！
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メディアデザイン学科(現・芸術学科)  4年

村田 悠太郎さん 富山県立富山西高校出身

実践的な環境で意欲的に
制作活動をする事ができます。
　20分程のドラマを撮影する映像制作の授業
がとても楽しいです。東京から監督と役者を招い

て合計20名ほどのスタッフで行う撮影は
本物さながらです。実践的な環境で2泊

3日の制作合宿が行われ、仲間同士の団結力
も高まります。大変な事も多いですがみんなで作
る楽しみを実感でき、とても充実しています。授業
以外でも自分の能力を最大限に高めようと思い、
イベントPR動画を制作するなど意欲的に行動
しています。

先輩からのMESSAGE

芸術学部 芸術学科

映像専攻
映像スタジオと編集室を完備、アニメ、ＣＧを学ぶ

　YouTubeや各種動画サイト等の新しいメデ

ィアの台頭によって、映像表現の場はますます

広がりつつあります。また映像機材やソフトウ

エアも高性能、低価格化が進み、プロ以外にも

映像制作が身近になってきています。 

　映像専攻ではビデオカメラによる実写映像

（ドキュメンタリー制作、ドラマ制作、映画制作、

CM制作等）はもちろん、アニメーション、３DCG

などの多彩な映像表現について、企画から制

作まで幅広いカリキュラムが用意されています。

また、北陸エリアの大学では、唯一、映像スタジ

オと編集室が完備されており充実した制作環

境が用意されています。 

　テレビ局、CM制作会社など映像制作の現場

経験が豊富な教員スタッフが、就職後即戦力と

なる人材育成を目指し指導にあたります。

地域の要望を受けPR動画制作やネット中継にも挑戦
　一方で、学生たちは、課外において、自主映画制作、自主アニメーション制作、あるいは、地域からの要望によるPR動画の制作、各種

お祭りなどのドキュメンタリー制作、金沢マラソンやクッキングコンテストのネット中継など多様な活動を展開しています。各種映像コン

テストで入選入賞するなど、教育の成果も出ています。

　卒業後は、テレビ局、映像プロダクション、アニメーション作家、映画監督、企業の広報部門などへ多くの学生が就職しています。

むら た　 ゆう た ろう
メディアデザイン学科(現・芸術学科) ３年

秋本 美幸さん 
石川県立金沢伏見高校出身

先生方も親しみやすく
充実した制作設備が整っています。
　多くのソフトが入ったMACのパソコンが自
由に使え、空いた時間や放課後にも制作活
動に取り組めます。イラスト、プログラミング、ア
ニメーション、プロジェクションマッピングなど
幅広い分野の勉強をする環境が整っていま
す。先生方もとても親しみやすく、行き詰まった
ときなどは手助けしてくれるので、安心してやり
たいことに取り組めます。やる気次第で可能性
を無限に広げるサポート体制があり、夢を叶
える手助けをしてくれます。

先輩からのMESSAGE

芸術学部 芸術学科

メディア専攻
日々進化のデジタル表現とスキルを習得
　デジタルによる表現は私たちの身の回りにあ

ふれ、その情報発信の形は日々進化しています。

「デジ絵」で作成されたキャラクターがインターネ

ット上でプロモーションを展開したり、スマートフ

ォンでプレーするゲームが大ヒットしたり、またプ

ロジェクション・マッピングの催し物が大きな話題

を集めています。

　メディア専攻ではこのデジタルによる表現を

「創り」、社会の人々へ「届ける」ための最新の方法

を学び、一定以上のコンピューターのスキルを身

に付けます。

　デジタルイラストレーションや写真加工に必要

な技術を学ぶＣＧの授業では、ペンタブレットと呼

ばれるペン型入力装置と業務用ソフトウェアを備

えたコンピューターを使います。そこではプロのグラフィック・アーティストや絵師と同じような作業環境で制作工程を体験できます。

　ウェブデザインの授業では各学生に１台ずつコンピューターが割り当てられ、コンピューターになじみがない入学生でも落ち着いて作

業ができる環境が整っています。

他コースの知識も生かし、多分野横断型の対応力を養成
　芸術学部の他専攻で学んだ知識を生かす場面が多いのも特徴です。例えば、デザイン専攻で学んだ色彩の知識をウェブサイト制作

に生かしたり、映像専攻で習得した撮影技術をプロジェクション・マッピングの制作に応用するなど、多分野横断型のプロジェクトに対

応できる人材を育てます。卒業後は、その応用力と柔軟な発想力で幅広い業種に就職しています。

あき もと　 み ゆき

メディアデザイン学科
 (現・芸術学科)4年
市川 美咲さん
石川県立金沢西高校出身

芸術学科１年
岩渕 由唯さん
石川・星稜高校出身

芸術学科１年
酒勾 美紗稀さん
石川県立羽咋高校出身

芸術学科１年
油谷 果奈さん
石川県立羽咋高校出身

ピック
アップ
研究室

　かつてプロの領域だった映像表現は、今では誰もが実践できる
スキルになっています。ゼミではネット中継、イベントの記録など、
実践的な活動を通じて映像制作のノウハウを学ぶとともに、地域
に必要とされる人材育成を目指して活動しています。

越田研究室

実践的映像制作、映画研究

ピック
アップ
研究室

　芸術学部の横断的学修で身に付けたクリエイティブスキルを、いく
つもの地域と積極的に連携することで、商品開発やプロジェクション
マッピングなどの実践的プロジェクトとして形にしています。映像、イ
ラスト、写真、イベント企画等、個人の制作活動も充実しています。

吉田研究室

クリエイティブスキルの社会活用

111 112



芸術学部
芸術学科

若いアイデアを地域に活用
　「世の中はもっと面白くできる！」と考える
学生の【若い感性・アイデア】が、今まさに社
会から求められています。そこで金沢学院
大学では、学生の持つ感性・アイデアと、社
会とを結び付けた活動の場を積極的に設
けています。その一環である、地域（市町村
などの自治体、企業、民間団体）との連携事
業では、学生自身が主体となって活動を繰
り広げます。
　芸術学部では、2014年以降、伝統工芸品
を扱う専門店が立ち並ぶ広坂通り（商店
街）と連携し、その特徴を生かした「若者に
向けた伝統工芸への興味促進」と「にぎわ
い創出」プロジェクトを実施しています。昨
年度は、学生が中心となって女子中高生を
ターゲットとしたPRキャラクター「広坂くん」
の制作、クラフトをテーマにした誘客イベン
トの開催、情報発信のためのパンフレット

デザイン制作、カプセルマシンでの工芸品
グッズ販売などを展開しました。
　このような地域に根差した活動は、地域
経済に関連した業種への就職にも役立って
います。企業や商店街などとの連携の場
合、企画・制作・実施の各段階で【経営者・
企業人との意見交換】が行われ、学生の刺
激にもなっています。

新しいモノ・コトを通して学ぶ
　地域連携事業は【新しいモノ・コト】を創
造する可能性に溢れています。金沢市から
委託を受けた学生チームは九谷焼PRのた
めの「九谷焼柄の紙コップ」を発案し、2000
セットを制作、金沢市内の観光地で配布し
好評を得ました。地元企業とタイアップして
商品開発・デザインを行うケースでは、ジャ
ポニカ学習帳で知られるショウワノート株
式会社、うつのみや書店と連携した「前田
利家の鎧兜ダンボール」、金沢市内の観光

地をイラストアイコンでめぐる「金沢すごろ
く」などの文房具雑貨の制作が挙げられま
す。このような事業では、実際に商品として
店舗販売されるため、学生は自分の努力が
店頭に並ぶ貴重な体験とともに、商品化に
至るまでの難しさ、厳しさも体験します。これ
により、実社会で求められる【課題（困難）を
解決する能力】やその他、将来的に必要な
社会人スキルを、事業を通して身に付ける
ことができます。

生きる力を養い就職につなげる
　地域からの期待と要望に応えることは簡
単ではありません。だからこそ、面白さと成
長のチャンスがあるとも言えます。学生チー
ムが長期にわたってひとつのプロジェクト
に関わることは珍しくなく、2017年春に実
施した、国の指定名勝「小松市那谷寺奇岩
遊仙境」へのプロジェクション・マッピング
でも、現地調査、リハーサル、地域関係者と

の相談など、完成までに５カ月の時間を要
しました。凹凸の激しい岩壁に映像を投影
するという技術的に難しい取り組みでした
が、粘り強く試行錯誤した後に、本番では観
客から感嘆の声が聞こえ、担当した学生ら
の顔からも安堵の表情が見られました。た
だやらされている、といった気持ちでは長
期間頑張ることはできません。プロジェクト
を成功させるには、学生が地域の人々と同
じくらいの強い当事者意識を持って、地域
の課題に向き合うことも大切です。
　生活スタイルの変化や、少子高齢化に伴
い、地域が抱える課題は山積しています。学
生時代から、これらに接し、その解決に向け
て主体的に考えていくことは、地域産業の
振興や発展に貢献する一方で、学生が将来
の地域社会を担う人材へと成長するため
の、【生きる力】を養い、【就職に直結した学
び】を深める機会となっています。

吉田 一誠 講師
1978年金沢市生まれ。ロンドン大学卒業
後、M.A.（ファイン・アート、デジタルメディ
ア）修了。2010年金沢学院大学着任。国
際交流センター副センター長、地域連携
センター委員、KG都市研究所運営委員

■最近の主な地域連携事業
 【自治体】
◉石川県：海外向け観光誘客動画制作／
◉金沢市：食文化講座「五感にごちそうゼ
ミナール」／スポーツ講座「オリンピックに
親しもう」／産学官連携活性化プロジェク
ト／ジネンジョ「金沢藤五郎」PR事業／加
賀まとい継承事業など◉小松市：ロコモテ
ィブシンドローム予防運動プログラム開発
／曳山子供歌舞伎ドキュメンタリー映像制
作／市スポーツフェスティバル運営・企画
／からくりコンテストWEB中継など◉加賀
市：加賀温泉郷マラソン支援・経済効果調
査／乗合タクシーブランド化など◉白山
市：高齢者食生活実態調査など◉七尾市：
杉森久英の資料分析など◉能登町：柳田
植物園サイン事業 など
 
【企業・商店街】
◉小松精練：ポケットチーフ新商品開発◉
尾張町商店街：商店街活性化プロジェクト
◉広坂振興会：イメージキャラクター制作

芸術学部 芸術学科

若い感性とアイデア生かして商品化
企業との産学連携で実践力を磨く

❶金沢市広坂振興会との協働により、学生がデザインしたキャラクター「広坂くん」を中心に制作さ
れた販売促進POPや伝統産業製品をPRするパンフレット ❷金沢市協働のまちづくりチャレンジ事
業に採択された「九谷柄紙コップ配布プロジェクト」は企業の目に止まり金沢マラソンにもブース出
展 ❸小松市那谷寺の開創1300年大祭の一環として実施した国指定名勝「奇岩遊仙境」へのプロジ
ェクション・マッピングの上映風景 ❹芸術学部メディア・デザイン専攻学生がプロデュースし広坂商
店街にカプセルトイマシンを設置。造形専攻学生制作の九谷焼、漆のアクセサリーを販売

❶ ❸

❷

❹
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芸術学部
芸術学科

|研 |究 |者 |た |ち |

デザイン的思考力は今後、必要性高まる
「好き」を模索の学生に寄り添い、資質引き出す
　最近あらゆる分野で、『デザイン・シンキング』と呼ばれるデザインの思考

力が求められています。それは、単に色や外形を整える技能ではなく、頭の中

にある抽象的なイメージを具体的にビジュアライズすることで他者と共有する

力であり、さらに、同じ目的に向かう多様な立場の人 と々協働し、新たな価値を

創造する能力でもあります。独自の視点を持ち、アイデアを具現化する能力を

持つデザイナーは、今後ますます社会に必要とされていくのではないでしょうか。

　私の社会人の始まりは、メーカーのパッケージデザイナーでした。広告のよ

うな華 し々さはありませんでしたが、商品の特性をありのままに伝えるパッケージ

デザインの仕事は、生活の中に置かれ、人の目に触れ続けるものであるという

喜びがありました。思えば、子供の頃から美しい包装紙や菓子箱、磨りガラス

の化粧ビンなどを宝物にしていました。

　「好きこそものの上手なれ」ということわざがあります。まずは、世の中で認めら

れている多くの表現方法に実際に触れあってください。そして、その中から気に

なるもの、心地よいものを見つけてください。『好き』を模索する学生一人一人

に寄り添い、資質を見極め、引き出す役割を担うことに力を注いでいます。

廣根 礼子 講師

【学位】学士（芸術）  金沢美術工芸大学  商業デザイン科卒　
【専門分野】ビジュアルデザイン　【研究内容】素材研究とコミュニケーションデザインの考察

一からモノを作ることで、
現代社会で生きる力を身に付ける
　私の専門はやきもの（陶芸）です。やきものの中でも陶造形という分野で、土を

素材とした造形作品を制作しています。やきものと言うと、ほとんどの人はお茶わ

んや湯飲みの様な食器、花瓶、壺などを思い浮かべるのではないでしょうか。し

かし、やきものを素材とするものは私たちの生活のまわりに意外とたくさん存在して

います。例えば、車のプラグや電柱の碍子、トイレの便器、建物の外壁にさし歯

まで、いろいろなところにやきものが使われています。やきものには多くの優れた性

質や特徴があり、造形表現の素材としても大変魅力的です。現在、多様な表

現を可能にしているのは、先人が探究を重ねてきた歴史の上に成り立っている

ということを意識し、やきものの成り立ちをしっかりと学んだ上で、さらに新しい技術

と表現方法を考えています。どの分野もそうですが、大学生活の中で、好きなこと

を専門的に学ぶことで社会の中で役に立つ多くのことを身に付けることが出来ま

す。これからはクリエイティブな分野が力を発揮していく時代です。自分の身体

で体験することは本物です。モノづくりを通して一緒に学びませんか。

羽場 文彦 准教授

【学位】芸術学修士（金沢美術工芸大学）　【専門分野】造形（陶芸）　
【研究内容】土のもつ可能性を引き出した造形制作など

【学位】
修士〈芸術〉（金沢美術工芸大学）
【専門分野】
絵画　
【研究内容】
洋画、近現代美術史、美術表
現法など

児島 新太郎 准教授

【専門分野】
造形（漆芸）
【研究内容】
「平文」および「引っ掻き」技法
による表現の可能性 
蒔絵師大場松魚氏に師事
2006年紫綬褒章

市島 桜魚 教授

【専門分野】
映像メディア、Webメディア
【研究内容】
映像論、情報メディア論、映像
メディア表現など

越田 久文 准教授

【学位】
BA Fine Art, MA Fine Art, MA Digital Media
（ロンドン大学ゴールドスミス・カレッジ）
【専門分野】
現代美術
【研究内容】
クリエイティブ・スキルを生か
した地域づくり

吉田 一誠 講師

【学位】
芸術学士（金沢学院大学）
【専門分野】
造形（漆芸）
【研究内容】
乾漆技法による造形表現の
追及

村谷 聡志 講師

【学位】
芸術学修士（金沢美術工芸大学）
【専門分野】
絵画、美術史、日本伝統文化
【研究内容】
日本美術史、東洋美術史、日
本画など

平木 孝志 教授 

【学位】
芸術学士（金沢美術工芸大学）
【専門分野】
日本画
【研究内容】
日本絵画思想の表現と技法
など

丹羽 俊夫 教授

【学位】情報科学博士
（北陸先端科学技術大学院大学）
【専門分野】
情報科学・V R・メディアアート
【研究内容】
情報科学、バーチャル・リアリ
ティ、メディアアート

飯田 栄治 教授

【学位】
芸術学士（金沢美術工芸大学）
【専門分野】
絵画（洋画）
【研究内容】
油彩・アクリルによる人物を
通しての写実絵画

西田 伸一 教授 

【学位】
芸術学士（金沢美術工芸大学）
【専門分野】
ビジュアルデザイン
【研究内容】
色彩学、芸術表現基礎、コン
ピュータグラフィックスなど

荒川 昭広 准教授

【学位】
芸術学修士（金沢美術工芸大学）
【専門分野】
日本工芸史、博物館学
【研究内容】
近世工芸技術の近代への展
開とその変遷

山崎 達文 教授

【学位】
芸術学修士（愛知県立芸術大学）
【専門分野】
芸術学
【研究内容】
ＣＧによる視覚表現など

棒田 邦夫 教授
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自 宅 通 学 生
※2017年度貸与実績

＊その他、地方自治体や各種団体の奨学金があります。

第一種奨学金（無利子） 第二種奨学金（有利子）
奨学生本人が金額を選択できます。
月額 3万円／5万円／8万円／10万円／12万円

▶月額3万円・5万4000円より選択

自宅外通学生▶月額3万円・5万4000円・6万4000円より選択

独立行政法人 日本学生支援機構奨学金

●［ランクの認定］ 出願書類と入学後の基礎学力試験の結果を含めた総合評価で奨学生ランクを認定します。
●［２年次以降の継続］ １年毎に継続審査を行います。学業成績やKGC講座の出席率などを総合的に判定し、基準に達している場合は
　継続となります。基準に達していない場合は、ＳＡ・ＳＢは奨学生ランクが引き下げ、Ａは奨学生資格が取り消しとなります。

本学のアドミッション・ポリシーに基づく「期待する学生像」に叶う奨学生をＫＧスカラシップ入試、一般入試から選抜する本学独自の奨学
金制度です。高度な専門知識の修得、難易度の高い資格取得への挑戦など、在学中や卒業後の目標を明確に掲げ、目標実現に向けて積
極的に行動する学生を応援します。

金沢学院大学独自の奨学金 ＫＧスカラシップ

「ＫＧスカラシップ入試」の合格者から
授業料全額給付などランク別に奨学生を選抜！

最大４年間給付し、学修生活を支援！

ＫＧスカラシップ入試は、大学入試センター試験を利用し、本学指定4科目の得点率が基準に達した合格者からランク別に奨学生を選抜し、
授業料全額（ＳＡランク）や授業料半額（ＳＢランク）、年間20万円（Ａランク）の奨学金を給付します。
一般入試の高得点者からも若干名のAランク奨学生を選抜します。

ＳＡ 本学指定４科目合計の得点率 70％以上
スカラシップランク 選考基準・選抜方法

授業料の全額

給付内容

10名

定員

ＳＢ 本学指定４科目合計の得点率 65％以上 授業料の半額 10名

A 本学指定４科目合計の得点率 60％以上 年間２０万円 20名

「KGC（金沢学院キャリア）講座」の受講料減免も
奨学生は、公務員や教員、税理士、大手企業を目指す学生向けの「KGC講座」の受講が条件（受講料減免）となり、卒業後の進路もサポートします。

730,000円
給付

480,000円
1,210,000円

奨学生に選抜された場合の給付金額と学納金額

１年次の
学納金

ＳＡランク

■文学部 文学科 英米文学専攻・心理学専攻

365,000円
給付

845,000円

ＳBランク
200,000円
給付

1,010,000円

Aランク
2,920,000円
給付

1,350,000円
4,270,000円

４年間奨学生が継続になった場合の給付金額と学納金額

４年間の
学納金

ＳＡランク
1,460,000円
給付

2,810,000円

ＳBランク
800,000円
給付

3,470,000円

Aランク

750,000円
給付

570,000円
1,320,000円

奨学生に選抜された場合の給付金額と学納金額

１年次の
学納金

ＳＡランク

■文学部 教育学科

375,000円
給付

945,000円

ＳBランク
200,000円
給付

1,120,000円

Aランク
3,000,000円
給付

1,680,000円
4,680,000円

４年間奨学生が継続になった場合の給付金額と学納金額

４年間の
学納金

ＳＡランク
1,500,000円
給付

3,180,000円

ＳBランク
800,000円
給付

3,880,000円

Aランク

730,000円
給付

480,000円
1,210,000円

１年次の
学納金

ＳＡランク
■文学部 文学科 歴史学専攻

365,000円
給付

845,000円

ＳBランク
200,000円
給付

1,010,000円

Aランク
2,920,000円
給付

1,410,000円
4,330,000円

４年間の
学納金

ＳＡランク
1,460,000円
給付

2,870,000円

ＳBランク
800,000円
給付

3,530,000円

Aランク

770,000円
給付

540,000円
1,310,000円

１年次の
学納金

ＳＡランク
■人間健康学部 スポーツ健康学科

385,000円
給付

925,000円

ＳBランク
200,000円
給付

1,110,000円

Aランク
3,080,000円
給付

1,560,000円
4,640,000円

４年間の
学納金

ＳＡランク
1,540,000円
給付

3,100,000円

ＳBランク
800,000円
給付

3,840,000円

Aランク

850,000円
給付

630,000円
1,480,000円

１年次の
学納金

ＳＡランク
■人間健康学部 健康栄養学科

425,000円
給付

1,055,000円

ＳBランク
200,000円
給付

1,280,000円

Aランク
3,400,000円
給付

1,920,000円
5,320,000円

４年間の
学納金

ＳＡランク
1,700,000円
給付

3,620,000円

ＳBランク
800,000円
給付

4,520,000円

Aランク

730,000円
給付

470,000円
1,200,000円

１年次の
学納金

ＳＡランク
■経営情報学部 経営情報学科

365,000円
給付

835,000円

ＳBランク
200,000円
給付

1,000,000円

Aランク
2,920,000円
給付

1,460,000円
4,380,000円

４年間の
学納金

ＳＡランク
1,460,000円
給付

2,920,000円

ＳBランク
800,000円
給付

3,580,000円

Aランク

850,000円
給付

630,000円
1,480,000円

１年次の
学納金

ＳＡランク
■芸術学部 芸術学科

425,000円
給付

1,055,000円

ＳBランク
200,000円
給付

1,280,000円

Aランク
3,400,000円
給付

1,920,000円
5,320,000円

４年間の
学納金

ＳＡランク
1,700,000円
給付

3,620,000円

ＳBランク
800,000円
給付

4,520,000円

Aランク

730,000円
給付

480,000円
1,210,000円

１年次の
学納金

ＳＡランク
■文学部 文学科 日本文学専攻

365,000円
給付

845,000円

ＳBランク
200,000円
給付

1,010,000円

Aランク
2,920,000円
給付

1,260,000円
4,180,000円

４年間の
学納金

ＳＡランク
1,460,000円
給付

2,720,000円

ＳBランク
800,000円
給付

3,380,000円

Aランク
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